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はじめに 


本書は、 MS-DOS (マイクロソフトディスクオペレーティングシステム）と各種アプリケーション 
ソフトウェアを、コンピュータに組み込む（インストールする）ための手順を説明するものです。 

MS - DOS を初めて利用される方は、本書に沿った操作を行って、 MS - DOS やアプリケーションソ 
フトウェアを利用できる環境を作ってください。 


本書の構成と利用方法 

本書は、4つの章と付録から構成されています。次に、各章の内容の概略と、 
お読みいただきたい場合を紹介します。 

「第1章準備」は、すべての方に読んでいただきたい内容です。この章で 
は、これから行う操作に必要な物の準備と、本書で行う操作の概略を説明しま 
す。皆さんが実際に使用されるシステムに応じて、どの操作が必要になるかを調 
ベて ください。 

「第2章 MS - DOS のインス!^-ール」では、コンピュータに MS - DOS を 
インストールする操作を説明します。コンピュータに固定ディスクが接続（内 
蔵）されている場合、フロッピィディスクのみの場合、 RAM ドライブが利用で 
きる場合など、使用されるシステムに応じた箇所の説明を読んでください。 

「第3章アプリケーションソフトのインストール」は、ワープロソフトや 
表計算ソフトなど、各種アプリケーションソフトウエアをコンピュータにインス 
トールする手順を説明します。この章も、使用されるシステムに応じた箇所を読 
んでください。 



アプリケーションソフトによっては、独自のインストール方法を採用している 
場合があります0この章の操作を行ラ前に、必ず、使用するアプリケーションの 
マニュアルを読んでください。 
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本書の構成と利用方法 


「第 4 章周辺装置の使い方」は、使用する周辺装置に応じて読んでくださ 
い。当初は使用していない装置でも、後に使用するようになった際に、システム 
の設定を変更する必要が生じる場合があります。 

また、固定ディスクを使用される方は、この章の固定ディスクの説明を必ず読 
んでください。固定ディスクは、記録できるデータの量が非常に多いので、万一 
トラブルが発生した際の被害も大きくなります。ここでは、トラブルを避けるア 
イデアと、万が一トラブルが発生しても被害を最小限に押さえる方法が説明され 
ています。 

「付録」では、システムの設定を変更する際に使用する SWITCH コマンド 
と CUSTOM コマンドを説明しています0 


その他のマニュアル 


本書の他に、次のようなマニュアルが用意されています。必要に応じてご利用 
ください。 

MS-DOS 3.3 D ユーザーズガイド 

お買い上げいただいた MS - DOS の最も基礎的な事項を、具体的なコマンド操 
作例を交えて説明しています。アプリケーションプログラム（ワープロソフトや 
表計算ソフトなど）をただちにお使いになられる方も（すぐに読まれる必要はあ 
りませんが）、このマニュアルで扱われている基本的な用語や基礎知識を理解す 
ることで、よりコンピュータを便利にお使いいただけるようになります。 

•拡張機能セツト（別売） 

以下の マニュアルは、 別売の『拡張機能セツト』で提供されています。 

ユーザーズ リファレンスマニュアル 

『ューザーズ ガイド』では、 MS-DOS の 最も基礎的な コマンドと 操作方法を扱 
っ ています が、『ューザーズリファレンスマニュアル』 では、すべての コマンドに 
関する詳細な説明と、より高度な操作方法の説明を行っています。 MS - DOS の 
手引きとして、ご利用ください。 

日本語入カガイド 

『ューザーズガイド』でも日本語の入力方法を扱っていますが、 MS - DOS の日 
本語入力機能は、この他にも機能を備えています。『日本語入カガイド』では、そ 
のような機能を詳細に説明しています。また、辞書ファイルを保守管理するュー 
ティリティ （ DICM ) や、ューザーが独自の記号や漢字を作成して利用するた 
めの ユーティリティ （ USKCGM ) も説明しています。 
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その他のマニュアル 


プログラマーズリファレンスマニュアル Vol.K Vol .2 

MS - DOS の内部的な技術情報を、詳細に説明しています。 Vol . l では、主に 
本体機能関係（ファンクションリクエスト）などを扱っています。 Vol .2 では、 
周辺装置（デバイスドライバ）関係を扱っています。 MS - DOS の内部機能を利 
用するプログラムを作成される際にご利用ください。 

プログラム開発ツールマニュアル 

プログラム開発の際に利用する、リンカ （ LINK ) 、シンボリックデバッグ 
ューティリティ （ SYMDEB ) 、ライブラリマネージャ （ LIB ) 、プログラム 
メインテナ （ MAKE ) を解説しています。アセンブリ言語などで、プログラム 
を開発される際にご利用ください。 
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第 1 章では、これからの操作を行うための準備と、これから行う操作の概略を 
説明します。特に、初めて MS - DOS を利用される方は、必ず読んでください。 


1.1 必要な物の確認 

ここでは、 「 MS-DOS 3.3 D 基本機能セット」の中に含まれている製品の 
確認と、 MS - DOS システムを使用するために必要な物の確認をします。後に困 
らないためにも、しっかりと確かめてください。 

►お買い上げいただいたパッケージの確認 - 

お買い上げいただいた 「 MS - DOS 3.3 D 基本機能セット」には、次のよう 
な マニュアルと フロッピイディスクが含まれています。 




• MS-DOS 3.3 D 

• MS-DOS 3.3 D 

• MS-DOS 3.3 D 


インストールガイド（本書） 
ユーザー ズガイド 
システムディスク 3枚 
(2 □□ディスクの場合は5枚) 








1.1 必要な物の確認 


► これからの操作に必要な物 ■ — ■■■■ 

これからの説明では、次の物が揃っていることを想定して操作を行います。操 
作を始めてから困らないように、必要な物が揃っていることを確認してから、操 
作を始めましょう。 


(D 




① 本体 

② キーボード 

③ ディスプレイ装置 

④ フロッピィディスクドライブ装置1台以上（内蔵または増設） 

⑤ MS-DOS 3.3 D システムディスク 

⑥ インストールガイド（本書） 

⑦ 新しいフロッピィディスク⑤と同じ枚数……固定ディスクが無い場合 

その他の周辺装置（プリンタ、固定ディスク、マウスなど）は、必要に応じて 
用意してください。周辺装置の説明は、第4章にあります。3章までの操作を行 
った後、使用する周辺装置に関係する部分を参照してください。 
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第 1 章準備 


►フロッピィ ディスクの取り扱い方の注意 - 

フロッピィディスクは、薄いプラスチックのシートに塗られた磁性体に、電気 
的な信号を記録する仕組みになっています。そのために、磁気•熱•傷は、フロ 
ッピィディスクの大敵です。不注意な使い方をすると、記録された大切なデータ 
やプログラムが使用できなくなる場合があるので、取り扱いには十分に注意しま 
しよう。 


•強い磁界（磁石）に近づけないようにしましよう 



スピーカーやディスプレイ装置の近くは、磁界が強いの 
で、ディスクを近づけないようにしましょう。身につけた 
磁気ネックレスや、ハンドバッグの止め金などにも磁石が 
使われている場合があるので注意してください。 



•高温になる場所には、デイスクを放置しないようにしましよう 

日当たりの良い場所、暖房器具の近く、炎天下の車中な 
どに、フロッピィディスクを放置すると、形が歪んでしま 
います。 



•ディスクの中身のプラスチックシートに傷をつけないようにしましょう 

ホコリやタバコの灰、飲物などをこぼすことのないよう 
に気を付けます。5インチ、8インチのフロッピィディス 
クは、磁性面が露出していますから、使用していないとき 
は専用の封筒（エンベロープ）に入れておく習慣を身につ 
けましょう。 

ラベルに 記入するときは、ボールペンのようなペン先の 
堅い筆記具は使わず、フェルトペンのような筆記具を使用 
するか、記入してからフロッピィデイスクに貼るようにし 
ましょう。 
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1.2 これから行ろ操作の概略 


1.2 これから行う操作の概略 

ソフトウェアをコンピュータに組み込んで、使用できる状態にすることを「イ 
ンストール」と呼びます。 

本書では、お買い上げいただいた MS - DOS と、ワープロソフトや表計算ソフ 
卜などのアプリケーションソフトウエアのインストール方法を解説します。 



• MS - DOS のインストール-第2章 

お買い上げいただいた MS - DOS システムディスクは、そのままではご使用に 
なれません。最初に、「インストール」の作業を行ってください。 

インストールの操作は、使用するシステムによって、若干異なります。それぞ 
れ、目的にあった説明を参照して操作を行ってください。 

•アプリケーションのインストール-第3章 

MS — DOS で市販のアプリケーションソフト（ワードプロセッサや表計算ソフ 
卜など）を使えるようにするまでの手順を解説します。買い求めたアプリケーシ 
ョンソフトを使えるようにするには何が必要か、どういう手順で作業すればよい 
か、などを説明します。 



アプリケーションによっては、本章の手順とは異なる、独自の手順でインスト 
ールするよ5になっているものもあります。アプリケーションのインストールに 
先だって、必ず使用するアプリケーションの説明書を調べてください。 


•周辺装置の使い方-第4章 

コンピュータには、プリンタやマウスなど、いろいろな装置を接続することが 
できます。本機で使用できるさまざまな周辺装置をお求めになったときに 、 MS 
- DOS でそれらを使用できるようにするための準備や設定について説明します。 
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MS - DOS のインストール 



お買い上げいただいた MS - DOS システムディスクは、そのままではご使用に 
なれません。最初に、本章で説明する手順で「インストール」の作業を行ってく 
ださい。 

インストールの操作は、使用するシステムによって、若干異なります。それぞ 
れ、目的にあった説明を参照して、操作を行ってください。 


2.1 MS - DOS のインストールとは 

インストールとは、 MS — DOS をフロッピィディスクや固定ディスク装置に組 
み込んで、使用できるようにする作業です。 


► 用意する物 一 


MS - DOS のインストール作業を行うにあたり、次の物を用意してください。 

• MS-DOS 3.3 D インストールガイド（本書） 

• MS-DOS 3.3 D システムディスク 

•新しいフロッピィディスクまたは固定ディスク装置 

^ これから行う操作 - 

ここでは、最初に行う「インストール」作業について、その手順を説明しま 
す。インストールの操作は、使用するシステムによって、若干異なります。それ 
それ、目的にあった説明を参照して、操作を行ってください。 

•購入したばかりの固定ディスクへ MS - DOS をインストールする場合 

「2.2 MS - DOS システムの起動」に従ってシステムを起動した後、 2.3 中の 
「新しい固定ディスクへインストールする場合」の説明へ進んでください。 

購入したばかりの固定ディスク（内蔵または増設）内に MS - DOS をインスト 
ールし、固定ディスクから MS - DOS を起動、運用する場合の手順を説明してい 
ます。 
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2.1 MS - DOS のインストールとは 


•すでに使用している固定ディスクへ MS - DOS をインストールする場合 

「2.2 MS - DOS システムの起動」に従ってシステムを起動した後、 2. 3中の 
「すでに使用している固定ディスクヘインストールする場合」の説明へ進んでく 
ださい。 

すでに MS - DOS の領域が確保されている固定ディスクや、初期化しただけの 
固定ディスクに対して MS - DOS をインストールし、運用する場合の手順を説明 
しています。 

•固定ディスクを使用せず、フロッピィディスクで MS - DOS を利用する場合 

「2.2 MS — DOS システムの起動」に従ってシステムを起動した後、「2.4フ 
ロッピィディスクへインストールする場合」の説明へ進んでください。 

フロッピィディスクで MS - DOS を起動し、運用する場合の手順を説明してい 
ます。 


第 

2 

2CC 


• RAM ドライブを使用して、 MS - DOS を利用する場合 

RAM ドライブを使用する場合も、いったんフロッピィディスクへ MS-DOS 
をインストールします。「2.2 MS - DOS システムの起動」に従ってシステムを 
起動した後、「2.4フロッピィディスクへインストールする場合」の説明へ進ん 
でください。 




第 2 章 MS - DOS のインストール 


2.2 MS _ DOS システムの起動 

システムの電源を投入し、 MS - DOS を使い始めることを、 「 MS - DOS シス 
テムを起動する」と言います。この節では、 MS - DOS の起動方法を説明しま 
す。 

以降の章の操作や、アプリケーションソフトを実行する前に、必ずこの操作を 
行ってください。 

MS - DOS システムを起動するときは、次の手順で操作します。 

〇本体と、各種周辺装置（プリンタなど）が正しく接続されていることを確か 
めます。 

B 周辺装置の電源を ON にします。 


Q コンピュータ本体の電源を ON にします。 













2.2 MS - DOS システムの起動 


B こ'購入いただいたシステムディスクの中の、 「 MS - DOS # 1」とラベル 
に記された1枚を、フロッピィディスク装置（ドライブ）にセットします。 
フロッピイディスクは、ドライブの奥までていねいに差し込みます。 



Q 本体のリセツトスイッチを押します。 
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第 2 章 MS - DOS のインストール 


IS 1 数秒すると、 MS-DOS が動き始め、次のよ 5 な画面が表示されます。 

- - ^ 

nec pc-9800 シリ-： r ir-vn x •ピユ -9 

マイ如リフト ns-DOS rr- シ '' 3 ン 3.300 

Copyright (C) 1981,1991 Microsoft Corp. / NEC Corporation 




続いて、次のよろな画面が表示されます。 


インストールコマンド Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1990,1991- 

MS-DOS の運用ディスクを作成します 
インストール先を選択してください 

フロッピィディスク 


顆级4礙麗爾 h 沿盗，■てください 



この画面は、これから使用する MS - DOS をインストールするコマンド（プロ 
グラム）の画面です。購入されたばかりのシステムディスクでシステムを起動す 
ると、必ずこの画面が表示されます。 

インストールコマンドは、これから MS - DOS を運用するディスクを作成する 
ためのプログラムです。以降、このインストールコマンドについて解説を行いま 
す0 
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2.3 固定ディスクにインストールする方法 


2.3 固定ディスクにインストールする方法 


固定ディスクに MS - DOS をインストールする手順は、原則として次の2段階 
の操作を行います。 

(1) 固定ディスクの準備 

新しい固定ディスクを、 MS - DOS で使用できるように初期化する作業です。 

(2) システムファイルの転送 

初期化の済んだ固定ディスクへ、システムディスクからファイルをコピーする 
作業です。 

新しい固定ディスクの場合は、上記の2段階の操作を両方とも行います。すで 
に、使用しているディスクの場合は、 （1) は省略することができます。 

►新しい 固定ディスクへインストールする場合 - 

Q 「2.2 MS - DOS システムの起動」のインストールコマンドの画面で、 
「固定ディスク」を選択します。[3[1]キーで「固定ディスク」を反転表示 
させ、@キーを押します。 

•固定ディスクの準備 

新しい固定ディスクは、まず、固定ディスク装置全体を初期化し、次に領域の 
確保を行います。 

インストールコマンドの画面で「固定ディスク」を選択すると、画面は次の 
よ5になります。 


固定ディスクをデータ 
ディスクとしてのみ使 
用する （ MS-DOS 
を固定ディスクから起 
動しない）場合には、 
MS - DOS を固定デ 
イスクにインスト_ル 
する必要はありませ 
ん〇 


_インストールコマンド 

固定ディスクの準備 


U-kP x 

- Copyright (C) NEC Corporation 1990,1991- 


MS — DOS で確保する容量を指定して、リターンキー （©) を押してくだざい 

確保可能な最大容量は 4 0 メガバイトです 


確保容量=05 メガバイト 
(E SC キーを押すと前の画面に戻ります） 
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この画面では、固定ディスクの初期化時に MS-DOS で確保する領域のサ 
イズを指定します。指定を省略した場合は、既定値の容量が MS - DOS で 
利用できるよ5になります。通常はこのまま@キーを押してください。既 
定値以外のサイズにする場合は、希望するサイズを数字キーでタイプし、 
@キーを押します。 

@キーを押すと、画面は次のよいになります。 

「既定値」とは、一般的なシステムの使ぃ方を想定して、 MS-DOS が自 
動的に用意する値のことです。固定ディスクの準備の画面では、 MS-DOS 
は既定値として固定ディスタに確保することのできる最大容量を表示しま 
す0 


_インストーノレコマンド 

固定ディスクの準備 


Uer . X.XX 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1990,1991- 


固定デイスクを初期化します 

MS — DOS で確保する容量は40 メガバイトです 


矢印キー （< -〇で項目を選択し、リターンキー （©) を押してくだざい 

いい又 


画面中央のメッセージで、 MS - DOS で確保する容量を確認してくださ 
い。メッセージが正しい場合には、「はい」を匕：キーで反転表示させ 
て、@キ_を押します。 MS - DOS で確保する容量を変更したい場合 
は、「いいえ」を反転表示させて@キーを押します（画面は前画面に戻り 
ます）。 

「はい」を選択して@キ_を押すと、固定ディスクの初期化処理と領域の 
確保が行われます。固定ディスクの初期化と領域確保の処理は、数分（ディ 
スクの容量によって異なります）かかります。 
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2.3 固定ディスクにインストールする方法 


Q 処理の進行状況は、画面下部にグラフで表示されます。 


しばらくお待ちください，， . 

残り 30 メガバイト 

D 10 20 _30 40 50 60 70 80 90 100 


十 


H ~~ h 




処理中は、フロッピィディスク装置にセットされているシステムディスクには 
手を触れないでください0不注意にフロッピィディスクを抜くと、正しい処理が 
行われません。 


固定ディスクの準備（初期化と領域確保）が終了すると、自動的にシステムが 
再起動します。そのままで、しばらくお待ちください。 

•システムファイルの転送 

システムファイルの転送は、フロッピィディスクに格納されているプログラム 
などを、固定ディスクへコピーする処理です。 

B システムが再起動されると、自動的に「システムファイルの転送」が行われ 
ます。まず、 MS - DOS をインストールするデイレクトリを指定する画面 
が表示されます。 


ィンストールコマンド Uer . 

システムファイルの転送 


Copyright ( C ) NEC Corporation 1990,1991 


インストール先のディレクトリを指定して、リターンキー（®)を神してください 


デイレクトリ =¥ D 0 S 雪 
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画面にはここでの既定値である 「¥ DOS 」 というデイレクトリ名が表示さ 
れています。変更する必要がある場合は、_キーで表示を消して、希望 
するディレクトリ名（アルフアベツトで8文字まで）をタイプして ㈣ キー 
を押します。 



3.3 C 以前の MS - DOS のようにインストールする場合は、「¥」記号のみ 
を残して 「 DOS 」 の3文字を消します。こうすると、すべてのプログラム 
がルートデイレクトリにコピーされます。 


〇|続いて、確認を求める画面が表示されます。 


インストールコマンド 


システムファイルの転送 


Uer . X.XX 
- Coi 


pyright ( C ) NEC Corporation 1990,1991 


指定したデイレクトリを作成します 
デイレクト 1 J =¥ D 0 S 


よろしい.ですか 


で項目を1択し、リターンキー （©) を押してください 


13 S 3 いいえ 


「はい」を反転表示させて M キーを押すと、システムファイルの転送が開 
始されます。 

「いいえ」を反転表示させて@キーを押すと、 0 の画面に戻ります。 

Q システムディスク 「 MS - DOS # 1 J の内容がすべて転送されると、ディ 
スクの交換を求めるメッセージが表示されます。フロッピィディスクをセッ 
卜したら、@キーを押します。続いて、2枚目のディスクの内容が固定デ 
イスクへコピーされます。 


3枚目以降のシステムディスクも、同様に、画面に表示されるメッセージに 
従ってコピーしてください。 
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2.3 固定ディスクにインストールする方法 


システム情報プリンタ 

RS-232C 
日本語 ( NECA 1) 
EMS メモリ 


すべての システムディスクの内容のコピーが終了すると、次のような画面が表 
示されます。この画面は、システムの構成に応じた使用環境を、自動的に設定し 
た状況を示しています。 


インストールコマンド 


環境設定 


Uer . X.XX 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1990,1991 


マシン•構成に台わせて、最適な D 〇 Sf 境を自動設定します ^ . 

変更が必要な場合はインストール完了後、 CUSTOM コマンドを実行してくたさい 

マシン構成 CPU タイプ ： 386/486 

メモ 1 J サイズ : 640 KB + 1 MB 


環境ファイル ( CONFIG . SYS ) を作成します 
リターンキー （©) を押してください 


この画面では、「システム情報」の欄の表示を確認してください。たとえば、 
「プリンタ：使用する」という表示は、以後、 MS - DOS を起動すると自動的に 
プリンタが使用できるようにシステムが設定されたことを表しています。 

この設定を変更する場合は、 MS - DOS のインストール作業（本章での説 
明）が終了した後に、 CUSTOM コマンドによって行います0 CUSTOM 
コマンドの操作方法は、本書の付録 B を參照してください。 

システムがどのように設定されたか確認したら、メ ツ セージに 従って^] キー 
を押します。 


インストールコマンド Uer . X.XX 

--——- Copyright ( C ) NEC Corporation 1990,1991- 

インストールが終了しました 


以上で、システムファイルの転送は終了しました。続いて、システムの再起動 
を行います。 


るるるる 
すすす 
用用用用 
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籲システムの再起動 

固定ディスクにインストールされた MS-DOS を有効にするために、システム 
をもう一度再起動します。 

Q 「インストールが終了しました」というメッセージが表示されたら、固定デ 
ィスクの準備はすべて終了です。フロッピイディスクをドライブから外して 
ください。 

Q 固定ディスクにインストールされた MS - DOS を有効にするために、シス 
テムをも5—度再起動します。フロッピィディスクがセットされていない状 
態で、_キーを押してください。 

システムのチェックなどが行われた後、 MS-DOS が再起動し、次のような画 
面が表示されます。 


MS-DOS 3.3 D コマンドメニュー（コマンド選択）レ 4 Menu vX.XX 

FI 翻 OOS 頭 

F 2 アブリケーシヨンソフトの登錄 
F 3 ファイル名一覧の表示 
F 4 フロッピィディスク （2 HD ) の初期化 
F 5 フロッピィディスク （2 HD ) の複写（バックアップ） 

F 6 システム環境の変更 
F ? システムファイルの転送 
F 8 メニューの編集 
F 9 メニューの終了 

「日本語 MS-DOS (Ver3. 3 D ) を紹介します. 

矢印キーで項目を選択し、リターンキーを押してください 


日付： 

XXXX - XX-XX 

時刻： 

XX : XX 

MS - DOS : 

Uer . 3.30 


この画面は、「コマンドメニュー」と呼ばれる画面で、 MS - DOS を起動した 
ときに最初に表示される画面です。 

コマンドメニューが表示されている状態では、第3章で説明しているアプリケ 
ーシヨンのインストールや、「ユーザーズガイド」で説明している MS - DOS の 
いろいろな操作を行うことができます。 
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2.3 固定ディスクにインストールする方法 


すでに使用している固定ディスクへインストールする場合 - 

ここでは、固定ディスク内に、すでに MS - DOS の領域が確保されており、そ 
こへ MS - DOS をインストールする場合の操作を説明します。 

すでに使用している固定ディスクへ MS - DOS をインストールする方法は、次 
の2通りの方法があります。 

• 固定ディスク全体を再度初期化して、新しく MS - DOS をインストールしなお 
す方法。 

•すでに MS - DOS で使用している領域、または未使用領域へ、 MS - DOS をイ 
ンストールする方法。 

n インストールコマンドの画面で「固定ディスク」を選択すると、次のような 
画面によって、すでに使用されている固定ディスクの内部の状況（確保され 
ている領域の一覧）が表示されます。 


r 

\ 

インストールコマンド 

Uer . X.XX 

固定ディスクの準備 

し opyrigfrt (し） Nt しし o「po「3tion iyyu> lyyi — 

装置全体を再初期化しますか 


システム名 状態 

flS-DOS 3.30 ァクティフ'、 

サイス 、、 BOOT 

40 MB 可 

释室益 2111 離 fed 釘ン キー ㈣ を押してくださぃ 

はい 


- j 


B この画面では、固定ディスク全体を再初期化するかど5かを指定します。 

「はい」を選択すると、新しい固定ディスクを使用する場合と同様に、ディス 
ク全体が初期化された後、 MS - DOS システムがインストールされます。 

以後の操作は、前述の「新しい固定ディスクへのインストール」と同じです。 

再初期化を行5と、それまで固定ディスクに記録されていた内容は、すべて消 
去されます。消去してはよくないデータやプログラムは、あらかじめフロッピィ 
ディスクなどに保存しておいてください。 


第2章 
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B 「いいえ」を選択すると、すでに MS - DOS で使用している領域、または 
未使用領域へ、 MS - DOS をインストールします。 

「いいえ」を選択すると、次のよラな画面が表示されます。 


インストールコマンド 
固定ディスクの準備 


Uer . 


Copyright ( C ) NEC Corporation 1990,1991 


インストールする領域を選択してください 



織祕ご 

(ES C : キーを押すと前の画面に戻ります） 


『-舞獅馬 P 免バ咖 


) を押してくすどさい 


この画面では、00キーで MS - DOS をインストールしたい領域を反転 
表示させ、@キーを押します。 

MS - DOS をインストールできる領域は、次のような領域です。 


( A ) システム名の欄に 「 MS-DOS X . XX 」 （ X . XX はバージヨンを表す 
数字）、状態が「アクティブ」、起動が「可」と表示されている領域。 

( B ) システム名の欄が「未使用領域」と表示されている領域。 



状態が「スリープ」または起動が「不可」となっている領域に MS - DOS を 
インストールしよろとすると、エラーとなる場合があります0このような場合 
は、次のよ5に対処します。 


• 条件を満たす領域へインストールする。 

キーを押して前の画面に戻り、「再初期化」を選択する。 

( A ) の領域を選択した場合の以降の操作は、前述の「新しい固定ディスクヘイ 
ンストールする場合」の「システムファイルの転送」と同じです。 

(巳）の領域を選択した場合の以降の操作は、前述の「新しい固定ディスクヘイ 
ンストールする場合」の「固定ディスクの準備」と同じです。 
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2.4 フロッピィディスクへインストールする場合 


2.4 フロッピィディスクへインストールする場合 


フロッピィディスクに MS - DOS をインストール場合は、次の2段階の操作を 
行います。 


(1) フロッピィディスクの準備 

新しいフロッピィディスクを、 MS - DOS で使用できるように初期化する作業 
です。 

(2) システムファイルの転送 

初期化の済んだフロッピイディスクへ、システムディスクからファイルをコピ 
一する作業です。 




フロッピィディスクへのインストールでは、新しいフロッピィディスクが必要 
です。システムディスクと同じ種類 （1 メガバイトタイプ （2 HD ) または B 40 
キロバイトタイプ （2 DD )) のフロッピィディスクを、システムディスクと 
同じ枚数、用意してください。 


►フロッピィ ディスク装置が2台の場合 - 

フロッピィディスクへ MS - DOS をインストールする手順を、まずフロッピィ 
ディスク装置が2台の場合について、次に1台の場合に分けて説明します。な 
お、フロッピィディスク装置が1台で、 RAM ドライブが使用できる機種の場合 
の操作説明は、次節で行います。 

•フロッピィディスクの準備 

MS - DOS をフロ ッ ピィディスクで運用する場合には、イ ンス トール コマンド 
の画面で、 「フロッピィ ディスク」を選択します。 

n 「フロッピィディスク」を選択すると、次の画面が表示されます。 
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インストールコマンド 
フロッピィディスクの準備 


y^P v yy 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1990，199 1- 


運用ディスクを作成するドライブを選択します 


謂益ね 4 益謂 III 躁 、り 益「ン キ〜( 0) を 押してください 


Q この画面では、運用ディスクを作成するドライブを選択して@キーを押し 
ます。フロッピィディスクドライブ装置が2台あるシステムでは、「巳」 
を選択します。 

ドライブの選択が行われると、次の画面が表示されます。 


インストールコマンド Uer . X.XX 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1990,1991- 

フロッピィディスクの準備 


運用ディスク作成用のフロッピィディスクを初期化します 
ドライブ B : に新しいフ□ツビイデイスクを揷入してください 


0 メッセージに従って、用意した新しいディスクの1枚を、フロッピィディス 
ク装置にセットします。フロッピィディスクをセットしたら、_キーを押 
します。 

初期化の処理中は、次のよろなメッセージが表示されます。 


インストールコマンド Uer . X.XX 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1990,1991- 

フロッピィディスクの準備 


フロッピィディスクを初期化しています 
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P .4 フロッピイディスクへインストールする場合 


Q 1枚目のフロッピィディスクの初期化が終了すると、次のようなメッセージ 
が表示されます。 


_インストールコマンド_ 

フロッピィディスクの準備 



Copyright ( C ) NEC Corporation 1990,1991- 


次の運用ディスク作成用のフロッピィディスクを初期化します 
ドライブ B : に新しいフロッピィディスクを挿入してください 


Q 画面のメッセージに従ってフロッピィディスクを交換するために、初期化の 
済んだフロッピィディスクをドライブから外します。 

0外したフロッピィディスクには、以後の操作のために 「 MS - DOS 運用デ 
イスク #1」と記入したラベルを貼ります。 



H 用意した新しいディスクの2枚目をドライブ装置にセットし、@キ_を押 
します。3枚目（以降）のフロッピィディスクについても同様の操作を繰り 
返してください。 

フロッピィディスクにラベルを貼る作業は、習慣として身につけましょ 
う。フロッピィディスクの内容は目で直接見えませんから、ラベルへの書き 
込みはきっと役に立ちます。市販のラベルはいろいろな色が揃っていますか 
ら、フロッピィディスクに記録するデータの種類によって色分けするのもェ 
夫です。 
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Q 運用ディスクを作成するために必要な枚数のフロッピィディスクの初期化が 
終了すると、次のような画面が表示されます。 


インストールコマンド 
システムファイルの転送 


Uer . X.XX 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1990,1991- 


システムディスク1の内容を書き込みます 


ドライブのを、運用ディスク#1作成用フロッピイデイスクに差し替えてください 


続いて、システムファイルの転送を行います。 

•システムファイルの転送 

システムファイルの転送は、購入した MS - DOS システムディスクに保存され 
ているプログラムを、初期化の済んだフロッピィディスクへコピーする作業で 
す。 


0 0 のメッセージに従って、フロッピィディスク装置に「運用ディスク# 
1」となるフロッピィディスクをセツトし、@キーを押します。 


インストールコマンド 


システムファイルの転送 


システムディスク#1の内容を転送しています 


Uer . X.XX 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1990，1991 


システムディスク# 1 の内容が、運用ディスク#1へコピーされると、次の 
よろなメッセージが表示されます。 


インストールコマンド 


システムファイルの転送 


Uer . X.XX 

- Copyright ( C ) h€C Corporation 1990,1991- 


システムディスク井 2 の内容を書き込みます 

ドライブ A : を、システムディスク井2に差し替えてください 

ドライブルを、運用ディスク材2作成用フロッピイデイスクに差し替えてください 
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2.4 フロッピィディスクへィンス^ルする場合 


EQ システムディスク#1をシステムディスク# 2に交換し、運用ディスク#1 
を運用ディスク# 2となるフロッピィディスクに交換します。交換が済んだ 
ら、 M キーを押します。 

3枚目（以降）のフロッピィディスクについても、同様の操作を繰り返しま 
す。 


[ Q すべてのシステムデイスクコピーが終了すると、次のようなメッセージが表 
示されます。 


_ィンストールコマンド 

システムファイルの転送 


Copyright ( C ) NEC Corporation 1990,1991 


環境ファイル ( CONFIG . SYS ) を作成します 


ドライブかを、運用ディスク#1作成用フ□ッピイディスクに差し替えてください 


準備ができたらリターンキー （©) を押してください 


最後にコピーしたシステムディスクをフロッピィディスク装置から外し、運 
用ディスク： s 1をフロッピィディスク装置（ドライブ巳）にセットして^) 
キーを押してください。 

システム既定の環境が表示されます。確認して@キーを押すと、運用ディ 
スク#1に環境ファイル （ CONFIG . SYS ) が作成され、次のような画 
面が表示されます。 


インストールコマンド Uer . X.X 


Copyright ( C ) NEC Corporation 


0,1991- 


インストールが終了しました 


リターン キー （©) 


I :立為上 tf 、 ドライブへ差し替えて 
) を押 L 一 * *• ' 


P してくナビさい 


23 









第 2 章 MS - DOS のインストール 


[ g 運用ディスク#1をドライブ A にセツトして、@キーを押してください。 

MS - DOS が運用ディスク#1によって起動され、次のような MS - DOS の起 
動時の画面が表示されます。 


NEC PC-9800 シリ - r 1ゞ- リナ *« コンピュ -9 
7 イ如ゾ 7 卜 MS-DOS rr- シ ''3 ン 3.30D 

Copyright (C) 1981,1991 Microsoft Corp. / NEC Corporation 


続いて、 MS - DOS のメニュー画面が表示されます。 

これで、フロッピィディスク装置が2台の場合のインストール作業は終了です。 

►フロッピィ ディスク装置が1台の場合 ■一 

フロッピィディスク装置が1台のみで、 RAM ドライブの無いシステムでは、 

インストールコマンドを用いて MS - DOS をフロッピィディスクにインストール 
することはできません。このような場合は、次のような方法で MS - DOS をイン 
ストールしてください。 


① FORMA 丁コマンドを使用して、システムディスクと同じ枚数の新しいフロ 
ッピィディスクを初期化します。 

© DISKCOPY コマンドを使用して、①で初期化したフロッピィディスクに 
システムディスクをコピーします。 

② ©で作成した運用ディスク#1をフロッピィディスク装置（ドライブ A ) に 
セツトし、キーボードから次のよろに入力します。 


A > C 0 PY COM AUTOEXEC.BAT 
MENU 
へ 1 

1 個のファイルをコピーしました. 
A > 


Z のところでは、 = CTRL ] キーを押しながら@キーを押します。 
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2.5 RAM ドライブを使用するシステムの場合 


フロッピィディスク装置が1台で、 RAM ドライブを備えた機種では、「2.4 
フロッピィディスクへインストールする場合」の説明に従って、いったんフロ 
ッピィディスクで MS - DOS を運用するディスクを作成します。 



このような機種では、闩 AM ドライブを一時的な作業領域として使用します。 
そのために、 RAM ドライブに記録されていたプログラムやデータは、すべて消 
えてしまいます。闩 AM ドライブの内容を保存する必要がある場合は、次のよ5 
な操作を行ってください0 


①インストールコマンドの画面が表示されたら、_キーを押して、いったん 
インストール処理を終了します。 


第 

2 

章 


㊣ IHELPI キーを押しながら、リセットスイッチを押し、システムを再起動しま 
す。本体内蔵のメニューが表示されます。 


本体内蔵のメニューを用いて、闩 AM ドライブの内容をフロッピィディスクへ 
保存します。なお、この操作に関しては、本体に添付されている『ガイドブック』 
を参照してください。 

また、 RAM ドライブが「使用しない j になっている場合は、メニュー画面で 
「使用する」に変更します。同様に、ライトプロテクト（書き込み禁止）が「す 
る」になっている場合は、ライトプロテクトを「しない」に変更してください。 

以上の操作と設定を行った後、システムディスク#1をドライブ装置にセット 
してシステムを再起動し、インストール操作を再開します0 
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•フロッピィディスクの準備 

インストールコマンドの 画面で、 「フロッピィディスク」を 選択します。 
H 「フロッピィディスク」を選択すると、次の画面が表示されます。 


インストールコマンド Uer . X.XX 

-- Copyright ( C ) NEC Corporation 1990,1991- 

フロッピィディスクの準備 

RAM ドライブを初期化します 

铸3勢5錄 I 雄益鎘魏銳?沒鍩 r # 


よろしいですか 

矢印キー （< -〇で項目を選択し、リターンキーを押してください 

晒いいえ 


MS - DOS をフロッピィディスクにインストールする場合は、闩 AM ドラ 
イブを作業領域に使用しますので、 RAM ドライブに記録されていたプログ 
ラムやデータはすべて失われてしまいます。 

• RAM ドライブの内容を保存する必要がある場合には、00キーで 

「いいえ」を反転表示させて処理を中断し、前述の注意の操作を行った 
後、システムディスク#1で本体を再起動してください。 

• MS-DOS のインストールを行って良い場合は、 Ldtil キーで「はい」 
を反転表示させて、@キーを押します。 

P しばらくすると、 RAM ドライブの初期化が終了し、次のようなメッセージ 
が表示されます。 


_炫砝怨 f 黔忍努諄1 ス鋩灃龄 I ?ディスクに差し替ぇてください 

準備ができたらリターンキーを押してください 
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メッセージに従ってドライブ装置からシステムディスク#1を外して、用意 
した新しいフロッピィディスクの1枚をセットし、@キーを押します。 
キーを押すと、1枚目のフロッピィディスクの初期化が開始されます。 

Q 1枚目のフロッピィディスクの初期化が終了すると、2枚目の新しいフロッ 
ピィディスクに交換することを求めるメッセージが表示されます。メッセー 
ジに従ってフロッピィディスクを交換し、@キーを押します。以後、同様 
の操作を繰り返して、必要な枚数のフロッピィディスクを初期化します。 

•システムファイルの転送 

次に、システムファイルの転送を行います。これは、 MS-DOS を運用するた 
めに必要なプログラムなどを、運用ディスクとなる新しいフロッピィディスクへ 
コピーする操作です。 

Q 運用ディスクを作成するために必要な枚数のフロッピィディスクの初期化が 
終了すると、次のようなメッセージが表示されます。 


システムディスク#1の内容を運用ディスク#1に書込みます 

揷入されているフロッピィディスクを、運用ディスク：^1作成用フロッピィディスクに差 
し替えてください 

準備ができたらリターンキーを押してください 


初期化の済んだフロッピィディスクの1枚を、ドライブ装置にセツトし、 
@キーを押します。 
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I 為システムディスクの内容を、運用ディスクに書き込む処理は約1分かかりま 
す。1枚目の書き込みが終了すると、システムディスク# 2に差し替えるこ 
とを求めるメッセージが表示されます。 

書き込みの終了した運用ディスクには、「運用ディスク#1」と記したラ 
ベルを貼りましょう0ディスクにきちんとラベルを貼るのは、身につけてお 
くと良い習慣です。 

メッセージに従って操作を続け、2枚目以降の運用ディスクを作成します。 
運用ディスクの作成が終了すると、次のメツセージが表示されます。 


インストールコマンド Uer . X.XX 

——- Copyright ( C ) NEC Corporation 1990,1991- 


インストールが終了しました 


システムを再起動し室すやで、 .. そ 

鹯3羿釉?■茂頌釔#しれて 


Q 以上で、 MS - DOS のインストールは終了です。運用ディスク#1をフロ 
ッピィディスク装置にセツトして@キーを押すと、 MS - DOS が起動し 
ます。 
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2.6 MS - DOS システムの終了方法 


ここでは、 MS - DOS を終了し、システムの電源を OFF にする手順を説明し 
ます。 

なお、引き続いて操作を行う場合は、電源を OFF にする必要はありません。 
「2.7次にすることは」の説明に進んでください。 



MS - DOS を終了し、システムの電源を OFF にするときは、この節で説明 
している手順に従ってください。 


MS - DOS を終了し、システムの電源を OFF にする手順は、次のとおりで 
す0 



Q MS - DOS のプロンプト 「 A 〉」 が表示されていることを確かめます。 


MS - DOS のブロンプトとカーソルが表示されていない場合は、何らかのプ 
ログラムが動作中であると考えられます。 



Q フロッピィディスクがドライブ装置にセットされている場合は、すべてのフ 
ロッピィディスクをドライブから外します。 

0固定ディスクがある場合は、必ず！^ TOP |キーを押します。 


固定ディスク（内蔵、外付けともに）を利用するシステムでは、かならず 
キーを押してから、本体の電源を OFF にします。この操作を行わない 
と、固定ディスク装置が損傷する場合があります。 


Q コンピュータ本体の電源を OFF にします。 

S 周辺装置の電源を OFF にします。 

お買い上げいただいたシステムディスクは、運用ディスクが損傷して使用でき 
なくなり、再度インストール作業を行うときまで大切に保管してください。 
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2.7 次にすることは 

MS - DOS のインストールが終了すると、お買い上げいただいたシステムディ 
スクの内容は、すべて運用ディスク（固定ディスク、フロッピィディスクとも 
に）へコピーされています。 

•次にすることは 

MS - DOS のインストールが終了したら、実際に MS - DOS を使った運用を始 
めることができます。運用の形態としては、次の2通りが考えられます。 

• アプリケーションソフトを使う 

ワードプロセッサや表計算などの、アプリケーションソフトを使用したい場合 
は、次章（第3章）の「アプリケーションソフトのインストール」と第4章の 
「周辺装置の使い方」へ進んでください。第3章で固定ディスクやフロッピィデ 
ィスクへアプリケーションを組み込み、第4章でプリンタなどの周辺装置の設定 
を行うと、アプリケーションソフトを使う環境が整います。 

• MS - DOS の勉強をしたい 

MS - DOS の基礎を勉強したい場合は、第4章の「周辺装置の使い方」の操作 
を行った後、 『 MS-DOS 3.3 D ユーザーズガイド』へ進んでください。 『 MS - 
DOS 3.3 D ユーザーズガイド』では、 MS - DOS の基礎知識や、利用頻度の高 
いコマンドの説明があります。 
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n アプリケーションソフト 

のインスト ー ル 


この章では、 MS - DOS で市販のアプリケーションソフト（ワードプロセッサ 
や表計算ソフトなど）を使えるようにするまでの手順を解説します。買い求めた 
アプリケーションソフトを使えるようにするには何が必要か、どういう手順で作 
業すればよいか、などを説明します。 


3.1 アプリケーションソフトのインス t ^ ールとは 

市販されている MS-DOS 用のアプリケーションソフトの大半は、フロッピィ 
ディスクによって供給されています。しかし、買い求めたアプリケーションのフ 
ロッピィディスクの中には、アプリケーションそのもののプログラムファイルな 
どが入っているだけです。 

MS-DOS で動作するアプリケーションを実行するには、 MS-DOS が必要で 
す。そこでほとんどの場合、 MS-DOS は別のソフトウェアとして購入します。 

そこで、 MS-DOS のシステムと、買い求めたアプリケーションソフトのプロ 
グラムファイルを組み合わせて、いつでも使用できる状態にしておかなければな 
りません。具体的には、アプリケーションソフトのプログラムファイルを、 MS 
- DOS を含んだディスクにコピーし、各種の設定をしておくことです。この一連 
の作業を「アプリケーションソフトのインストール」と呼びます。 

►アプリケーション ソフトを使う形態 - 

アプリケーションソフトを日常的に使う （ 「運用する」などと表現します）様 
子を考えると、運用する形態には次の2通りあることがわかります。 

•フロッピィディスク、 RAM ドライブによる運用 
• 固定ディスクによる運用 

•フロッピィディスク、 RAM ドライブによる運用 

1つは、アプリケーションソフトを起動するための専用のフロッピィディスク 
をつくる方法です。空のフロッピィディスタに MS-DOS のシステムファイルを 
、、組み込み〃、それで MS-DOS を起動するようにします。アプリケーションソフ 
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3.1 アプリケーシヨンソフトのインストールとは 


卜のプログラムファイルもそのフロッピィディスクに入れておけば、そのフロッ 
ピィディスク（運用ディスク）で MS - DOS の起動からアプリケーションソフト 
の実行までを一貫して行うことができるわけです。 


X 

多くの場合、運用ディスクの AUTOEXEC . BAT ファイルに、アプリケーシ 
ョンソフトを起動するようなコマンドラインを書いておきます。すると、運用デ 
ィスクをフロッピィディスクドライブに挿入してリセットスイッチを押すだけ 
で、 MS - DOS の起動時に自動的にアプリケーションソフトが実行されます。 

この方法の長所は、使いたいアプリケーションソフトの数だけ運用ディスクを 
先につくつておけば、あとはディスクの差し替えだけでアプリケーションソフト 
が使えることです。起動のたびに必要な、アプリケーションソフトの個々のコマ 
ンド名、指定しなければならないいろいろなパラメータなどを、覚えておかなく 
ても済みます。 

短所は、アプリケーションごとに作業環境のちがいが出やすいこと、運用ディ 
スクを作成する手間がかかること、フロッピィディスク1枚に入りきらないほど 
巨大なプログラム（あるいはたくさんのファイル）を使うアプリケーションソフ 
卜にはなじまないこと、などを挙げることができます。 

RAM ドライブを使用できるシステムでは、 RAM ドライブを1台のフロッピ 
ィディスク装置と同じように利用できます。このようなシステムでは、まず、 
RAM ドライブに転送したいプログラムやファイルを記録した、アプリケーショ 
ンの運用フロッピィディスクを作成します。このフロッピィディスクは 、 RAM 
ドライブに コピーす る元となります。 

そのようなフロッピィディスクを作成し、本体内蔵のメニューで「オートモー 
ド」を設定しておくと、本体の電源を ON にしたときにフロッピィディスクの内 
容が自動的に RAM ドライブに読み込まれて起動します。なお、 RAM ドライブ 
の使い方や、本体内蔵のメニューの使用方法は、本体添付のガイドブックを参照 
してください。 
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MS - DOS の MENU コマンドのような、メニュー選択方式のプログラムを併 
用すれば、起動したいアプリケーションソフトの項目を画面上で選択することに 
より、起動させるようにもできます。 

この方法の長所は、いつでも好きなときに好きなアプリケーションを、好きな 
状態で起動できることです。 


アプリケーションソフトによっては、標準の日本語入力機能以外の独自の日本 
語入力機能でなければ動作しないものがあります。このような場合でも、 MS - 
□ OS システムを再起動することなく、そのアプリケーションに対応する日本語 
入力機能に切り換えて使用することもできます。ただし、少々の MS - DOS に 
関する知識が必要になります。 

短所は、違法なコピーを防ぐために、プログラムファイルを固定ディスクにコ 
ピーして運用するようにはできていないアプリケーションソフトが、一部にある 
ことです。また、そのアプリケーションソフトのプログラムファイルのコマンド 
名や、毎回必要なパラメータ類を覚えておいて、キーボードから毎回打ち込まな 
ければならないことも短所といえるかもしれません。 

本書のこの章では、このいずれの形態をとっても対応できるように、できるだ 
け2つの場合を分けて記述しています。 


♦固定ディスクによる運用 

もう1つは、固定ディスクに複数のアプリケーションソフトをインストール 
し、使える状態にしておく方法です。 MS - DOS 自体も固定ディスクから起動す 
るので、フロッピィディスクは必要ありません。 

固定ディスタの容量に空きがあれば、いくらでもアプリケーションソフトのプ 
ログラムファイルを コピーして おくことができます。 




ワープロ 



デ I 夕べ I ス 

/_ IX 


MSIDOS 

_/1 111\ 
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3.1 アプリケーションソフトのインストールとは 


►アプリケーション ソフトのインストールの手順 - 

運用の形態はどちらであっても、アプリケーションソフトを使えるようにする 
までの手順は、大まかには次のようになります。 


アプリケーションソフトを運用するディスクをフロッピィディスクにするか固 
定ディスクにするかを決めます。 

フロッピィディスクで運用するなら、必要に応じてそれを初期化してシステム 
ディスク （ MS - DOS が起動できるディスク）にしなければなりません。 

4 . 

アプリケーションソフトに、インストール用の独自のコマンドがあるかど5か 
を調べます。 

あればそれを使います。詳しくはそのアプリケーションソフトのマニュアルを 
ご覧ください。 

なければ、 MS - DOS の N ' SETUP 〃コマンドを使うことになります。 

4 . 

また、アプリケーションソフトに、 SETUP コマンドで使う「定義ファイ 
ル」があるかどろかを調べます。 

あればそれを使い、操作の手順はその定義ファイルの内容によって異なりま 
す。詳しくはそのアプリケーションソフトのマニュアルをご覧ください。 

MS - DOS の SETUP コマンドは、従来からの SETUP 方式と MAOIX 方式の 
両方に対応しています。 



定義ファイルが添付されていなければ、 MS - DOS のシステムディスクに添付 
されている既定の定義ファイル （ SETUP . DEF ) を使ってインストールしま 
す。操作の手順は、 SETUP コマンドが画面に表示します。 

本書ではこのうち、 MS - DOS の SETUP コマンドと SETUP 方式の定義ファ 
イルを使って、アプリケーションソフトをインストールする手順を説明します。 

また、次のような場合も考えられます。 

•以前に、前のバージョンの MS - DOS で作成した運用ディスクをお使いの場 
合。このディスクの MS - DOS システムを、新しいバージョンの MS - DOS の 
ものに変えることができます。 

• 購入したアプリケーションソフトの起動用ディスクに、 MS - DOS のシステム 
ファイルを転送すれば使えるようになっている場合。一部のアプリケーション 
ソフトではこのような配慮がなされています。 
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3.2 アプリケーションソフトのインストール 

アプリケーションソフトを使用できるようにする手順はいろいろありますが、 
ここでは、 MS-DOS の SETUP コマンドを MS-DOS のシステムに付属した既 
定の定義ファイルとともに使って、アプリケーションソフトをインストールする 
手順を説明します。 

アプリケーションソフトに独自のインストール用コマンドが付属していれば、 
MS-DOS の SETUP コマンドを実行する必要はありません。そのアプリケーシ 
ョンソフトのマニュアルに従って、インストールしてください。 

また、そのアプリケーションソフトに、 SETUP コマンド用の独自の定義ファ 
イルが付属している場合もあります。この場合は、その定義ファイル（ファイル 
名の拡張子が' ini " のファイル）が手順を定めていますから、画面に表示される 
メッセージやソフトのマニュアルに従ってインストールしてください。 

►フロッピィ ディスクにインストールする場合 - 

MS - DOS の SETUP コマンドと既定の定義ファイルを使って、フロッピィデ 
ィスクにアプリケーションソフトをインストールすることを、「アプリケーショ 
ンソフトの運用ディスクをつくる」といいます。手順は次のようになります。 

参考 この説明では、本機にフロッピィディスクドライブが2台あること、およ 

び MS-DOS のシステムをフロッピィディスクから起動していることを前提 
にして、ドライブ名を決めています。すなわち、1台目のフロッピィディス 
クドライブがドライブ A 、 2台目のフロッピィディスクがドライブ B 、 あれ 
ば固定ディスクがドライブ C から始まっているとします。 

もしお使いの状況がこの前提と異なっていれば、ドライブ名をお使いのも 
のと同じようにして読み替えてください。 

|| MS - DOS が起動したばかりの状態では、 MENU コマンドによるメニュ 
一画面が表示されているでしよろ。そこで、メニュー項目から「アプリケー 
シヨンソフトの登録」を選択します。 
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MS — DOS 3.3 D コマンドメニュー（コマンド選択）レ4 


F 1 本製品のご紹介（ご使用の前にお読みください） 

F2 

F 3 ファイノレ名一覧の表 7 R 

F 4 フロッピィディスク （2 HD ) の初期化 

F 5 フロッピィディスク （2 HD ) の複写（バックアップ） 

F 6 システム環境の変更 

F 7 システムファイルの転送 

F 8 メニューの編集 

F 9 メニューの終了 


I 市販アブリケーシヨンソフトを登錄します. 


矢印 キーで 項目を選択し、 リターンキーを 押してください 


Menu vX.XX 


日付： 


: -XX-XX 


時刻： 

XX: XX 

ns-DOS ： 

Uer . 3.30 


[3 U ) キーで「アプリケーションソフトの登録」を反転表示させて@キー 
を押すか、直接 [ HJ キーを押すと、「アプリケーションソフトの登録」が 
選択で吉ます。 



メニュー画面でなく MS - DOS のプロンプトが表示されている場合は、 
MS - DOS のシステムディスクのうち''#1〃と書かれたフロッピィディス 
クをドライブ A に挿入し、次のように入力して SETUP コマンドを実行し 
ます。 

SETUP @ 

0 SETUP コマンドが起動すると、次の画面が表示されます。 


flAOIX UX.X Copyright (C) 1991 ASCII Corporation/NEC Corporation. 

[A:¥_] 

SETUP. INI によるインスト-ル 


_ 卜 心'^してください。 


I KD1 №9 I 


HAllil 膽剛 ■ ■_ 画 iglasM | 
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SETUP コマンドの起動画面では、初め 「 i スクリブト」が反転表示して 
います。 

MAOIX 方式でアプリケーションをインストールする場合は、ここからア 
プリケーションのマニュアルに沿った操作を行ってください。 

SETUP 方式でアプリケーションをインストールする場合は、 [ J ] キーを 
押して、 「 SETUP . INI によるインストール」を反転表示させ、 ㈣ キー 
を押してください。 

^ 「 SETUP . INI によるインストール」を選択すると、次の画面が表示され 
ます。 


SETUP. 丨 N1 によるインストール 

- Copyright (C) NEC Corporation 1987,1991- 


フロッピィディスク： A B 
固定デ .— 一 


巨ディスク 


: C 


g お忒う贫 群、 1妗 I 豔ど為穹转銳 

SB b ： c ： 


峰 


ここでは、運用ディスクとなるフロッピィディスクを入れるドライブを指定 
します。 U A : 〃を指定してください。 

ドライブ名の指定は、画面の最下部で行います 。 IHI — I キーを押すか 「 bs 1 
キーを押すと、反転表示が動ぎます。希望のドライブ名を反転させて 、\^] 
キーを押すと指定でさます。 

お使いのシステムにつながっている固定ディスクドライブとフロッピィディ 
スクドライブの名前も画面に表示されていますので、参考にしてください。 

運用ディスクとするフロッピィディスクは、そのディスクから MS—DOS 
が起動するよう、 MS - DOS のシステムを転送して初期化しておかなければ 
なりません。そのようなディスクが手元になければ手順 0 以降で作成しま 
すから、ここではひとまずドライブ A に MS — DOS の運用ディスク1〃を 
挿入しておいてください。 

すでに運用ディスク用の起動ディスクが用意されていれば、そのフロッピ 
ィディスクをドライブ A に挿入しておいてください。 


ム 

にテ 
クス 
スシ 
•Y S 
デ〇 
定 D 
固一 
が S 
ル M 
イは 
ア初 
フ最 
全に 
定のブ 
指厶 Y 
のテラ 
名スド 
ブシる 
イ S す 
ラ〇定 
ド D 指 
る I 、 

す S は 
錄 M 合 
登、す場 
をはまるい 
厶ヘ0^すさ 
ラ場あ— 
グる蜜01 く 
□す要にて 
プ if 必クし 
/ Mol るスト 
ョにいイツ 
シクてデセ 
i スれイを 
ケ\さピク 

U 1 丁ー ツス 
プ S ヒ□イ 
ア固 n フデ 
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Q 続いて、アプリケーションソフトのフロッピィディスクを入れるドライブ名 
を指定します。 


SETUP. INI によるインストール 

- Copyright (C) NEC Corporation 1987,1991- 

li 综瑞錯纖纟フ了ィル離ディスクに 
界线茲#浩殘發場合は、指定するドラィブに最初は -- DOS システム 

登錄するドライブ ： A 

零黯努究151 ㈡ 菠筘ムの人つ ている ディスクを ドライブに セツ トして、 


謂弊為艿ク 

固定ディスク ： c 


IIP 

a ： aS c ： 


0 T 2 V 灯鄯努513淺敦 5 び〜 


ここでは''巳："を指定して、ドライブ巳にはアプリケーションソフトの フロ 
ツビイデイスクを揷入してください。 



確認のメツセージが表示されるので、フロツピィディスクドライブに挿入し 
たディスクをもう一度確認してください。よければ、「はい」を選択して 
@キーを押してください。 

「いいえ」を選択して@キーを押すと、0の画面に戻ります。 

B 画面が変わり、次のメッセージを表示してキーの入力を待ちます。 


--- - 

アブリケーシヨン登錄のために新しいディスクを彳乍成しますかく Y/N>? 
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この画面メッセージは、運用ディスクとするディスクを、ここで初期化する 
かどろかを聞いています。 

0で運用ディスクにするディスクを用意していなかつた場合は、このメッ 
セージに対して Yes " の意味のキーを押します。次の操作手順は0に 
なります。 

すでに別の機会にシステム付きで初期化したディスクがあつて、運用ディス 
クにはそのディスクを使うつもりでいるなら、ここであらためてディスクを 
初期化する必要はありません。 u No 〃 の意味の@キーを押して、手順 0 に 
進んでください。 

0 0でキーを押すと、次のメッセージが表示され、キー入力待ちとなりま 
す。 


アブリケーシヨン登錄のために新しいディスクを作成しますかく 

靴 i 男非:像茲1鼷姑1す W 


初期化するフロッピィディスクの種類をたずねています。 

1 M バイトタイプのフロッピィディスク（一般に w 2 HD " と呼ばれている 
ディスク）をお使いになるなら、 lx ) キーを押します。 

640 K バイトタイプのフロッピィディスク（一般に w 2 DD " と呼ばれている 
ディスク）をお使いになる場合は、 INI キーを押します。 
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Q 0でどちらを選んでも、次の画面が表示されます。 


アプリケー シヨ ン登錄のために新しいディスクを作成しますか く' rVN>?Y 

新しくフロツごィディスクを作取します 
1 M B フロッピィディスクを初期化しますか< Y / N>?Y 

B: に MS — D 〇 S のシス X ムディスクをセットしてくだ'きい 
生£アプリケーシヨンを i 錄するフロッピィディスクをセットしてくだざい 
準備ができたらとれかキーを押してください 


ここで、メッセージにしたがってフロッピィディスクを揷入しなおします。 
つまり、0でドライブ A に挿入した MS-DOS の運用ディスク〗〃をド 
ライブ巳に挿入しなおします。また、 II でドライブ巳に挿入したアプリケ 
ーシヨンソフトのフロッピィディスクはどこかに置いておいて、これから作 
成しようとする新しいシステムディスク（運用ディスクとなるディスク）を 
ドライブ A に挿入します。 

ここで何かキーを押す前に、必ずドライブに挿入したディスクを確認してくだ 
さい。何かキーを押すと、ドライブ A に入れたディスクの初期化を始めます。 
少しでも初期化を始めてしまったディスクは、元の状態には戻りません。 

特に、ドライブ A に MS-DOS のシステムディスク（運用ディスク）を挿入 
しないようにご注意ください。 

ディスクを確認したら何かキーを押すと、ドライブ A のディスクの初期化 
を始めます。 


〇| D でのディスクの初期化が終わると、次のよろなメッセージが表示されま 
す0 


第3章 
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新しくフロッピィディスクを1 乍琪します 
1 MB フロッピィディスクを幼崩化しますかく Y / N>?Y 

B : に MS-DOS のシステムディスクをセットしてください . 

A : にアブリケーシヨンを登錄するフロッビィディスクをセットしてください 
準備ができたらどれかキーを押してください 
Format Uersion X.XX 

目的のデマスクは 1 MB FD です 


フォーマツトが終了しました 
0 10 20 30 40 _ 50 _ 60 _70 _80 90 100 


システムを転送しました 
1250304 JU h 


120832バイトシム: 
1129472 


バイト使用可能ディスク容量 


今度は、ドライブ巳の MS - DOS のシステムディスクを抜いて、代わり 
に、これからインストールしようとするアプリケーションソフトのディスク 
を挿入してください。 

ドライブ A のディスク（運用ディスクとなるディスク）はそのままでけっ 
こラです。 

0で@キーを押した場合は、メッセージに表示されているとおりのディス 
クがドライブに挿入されているはずです。 

g ] ディスクを確認して何かキーを押すと、ドライブ巳からドライブ A に向か 
って、ファイルのコピーが始まります。 


B : に MS-DOS のシステムディスクをセツトしてください 
A : にアブリケーシヨンを登錄するフロツピィディスクをセツトしてください 
準備ができたらどれか本一を押してくだざい 
卜 ormat Uersion X.XX 

目的のディスクは lfiB FD です 


フォーマツトが終了しました 
20 . 


0 一 10 


30 40 50 60 70 80 90 100 




システムを転送しました 

1250304バイト会ディスク容畺 
120832バイト5ステム龠 S 
1129472バイト使用可能デイスク容畺 


B : に挿入されている MS —DOS システムディスクを抜いて、 
B : にアプリケーシヨンのディスクをセツトしてください 
準備ができたらどれかキーを押してください 

ファイルをコピー中です 


ドライブ巳のアプリケーションソフトのディスクから、運用ディスクとな 


スセ< 
シをて 
S クし 
〇ス押 

D ィを 

- デ ー 

S のキ 

M ンか 

る m れ 

いシど 

て一ら 

れヶた 

さ U # 

今で 

揷アが 

ここ商 

B : lB : i 準 
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るドライブ A のデイスクへ、すべてのファイルがコピーされています。 

EQ ドライブ巳のフロッピイデイスクに入っているファイルのコピーが終わる 
と、次のよ5なメッセージが表示されます。 


準備ができ^:らどれかキーを押してください 

目的のディスクは1 MB FD です 

フオーマツトが終了しました 
0 1U 20 80 40 50 *:0 70 S0 90100 


シフテムを転送しました 




ファイルをコビー中です 


もう一枚アプリケーシヨンのデイスクを登錄しますかく Y / N >? 


アプリケーシヨンソフトのディスクが2枚以上にわたっている場合は、丨 Y I 
キーを押してください。新しい運用ディスクに対して、手順0からを繰り 
返します。 

|〇 m で [ KI キーを押すと、 setup コマンドの実行は終わりです。 n で 
MENU コマンドから SETUP コマンドを起動していると、次のようなメ 
ツセージが表示されます。 


フォーマツトカ^終了しました 


0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 


システムを転送しました 


1250304バイト 
120832バイト 
1129472バイト 




群驾訖駿親较银務! r て、 


ファイルをコピー中です 


もう一枚アブリケーシヨンのディスクを登錄しますかく WN>?N 
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MENU コマンドに戻るために MS - DOS の運用ディスクが必要になって 
いるのです。ドライブ A に MS - DOS の運用ディスクを挿入して、キ 
一を押してください。 MENU コマンドのメニュー画面に戻ります。 

疆で MS - DOS のプロンプトから SETUP コマンドを起動していると、 
このメッセージは表示されずに MS - DOS のプロンプトに戻ります。 

これで、アプリケーションソフトが フロッピィ ディスクにインストールされま 
した。ドライブ A に入っていたディスクは、アプリケーションソフトの運用デ 
ィスクになっているはずです。ドライブ B からアプリケーションソフトのディス 
クを抜き、リセットスイッチを押してみてください。インストールしたアプリケ 
ーションソフトが起動すれば成功です。 

►固定 ディスクにインストールする場合 - 

固定ディスクにアプリケーションソフトをインストールすると、指定した固定 
ディスクに指定した名前のディレクトリを作成し、そこにアプリケーションソフ 
卜のファイルをすべてコピーします。 

必要な準備は、 MS - DOS を固定ディスクから起動することだけです。そうし 
ておくと、固定ディスクのドライブはドライブ A 、 B ……、フロッピィディスク 
ドライブはその後のドライブになります。 

アプリケーションソフトのフロッピィディスクは、1台目のフロッピィディス 
クドライブに挿入しておきます。 

この説明では、本機にフロッピィディスクドライブが2台あること、およ 
び MS - DOS のシステムを固定ディスタから起動していることを前提にし 
て、ドライブ名を決めています。すなわち、固定ディスクの最初のドライブ 
がドライブ A 、 固定ディスクに複数のドライブがあれば順次ドライブ B 、 

C 、 ……、となります。フロッピィディスクドライブは、最後の固定ディス 
クドライブの次からドライブ名が付きます。 

ここでは、固定ディスクがドライブ A 、 1台目のフロッピィディスクド 
ライブがドライブ B 、 2台目のフロッピィディスクがドライブ C となってい 
るとし、ドライブ A にアプリケーションソフトをインストールすると仮定 
しています。 

もしお使いの状況がこの前提と異なっていれば、ドライブ名をお使いのも 
、 のと同じようにして読み替えてください。 

|P MS - DOS が起動したばかりの状態では、 MENU コマンドによるメニュ 
—画面が表示されているでしよ5。そこで、メニュー項目から「アプリケー 
シヨンソフトの登録」を選択します。 
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3.2 アプリケーションソフトのインストール 


MS-DOS 3.3 D コマンドメニュー（コマンド選択） 


Menu vX.XX 


F 1 本製品のご紹介 （ ご使用の前にお読みください） 

F2 FaprFBF ■ 扣 

F3 ファイル名一覧の表示 

F4 フロッピィディスク （2 HD ) の初期化 

F5 フロッピィディスク （2 HD ) の複写（バックアップ） 

F6 システム環境の変更 

F7 システムファイルの転送 

F8 メニューの編集 

F9 メニューの終了 


日何,.:.. 

時刻： 


MS-DOS ： 

Uer. 3.30 


B>sms 


I 市販アプリケーシヨンソフトを登錄します. 


矢印キーで項目を選択し、リターンキーを押してください 


luGu キーで 「アプリケーションソフトの登録」を反転表示させて idi キー 
を押すか、直接けキーを押すと、「アプリケーションソフトの登録」が 
選択で杏ます。 

メニュー画面でなく MS - DOS のプロンプトが表示されている場合は、 
W MENU @" と入力して MENU コマンドを起動した後、上記の操作を行 
うか、次のように入力して SETUP コマンドを実行します。 


SETUP^J 

0 SETUP コマンドが起動すると、次の画面が表示されます。 


moix ux.x 


[A:¥_ 


Copyright (C)1991 ASCII Corporation/NEC Corporation. 
_ _ _] 


SETUP. INI によるインスト-ル 


i スクリフ。卜の人つ T 益&^ぢ 4 を說してください。 


Iで SI 

\WEM\ 


■sum umm \ 


I mm i 


第 3 章 
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SETUP コマンドの起動画面では、初め 「 i スクリブト j が反転表示して 
います。 

MAOIX 方式でアプリケーションをインストールする場合は、ここからア 
プリケーションのマニュアルに沿った操作を行ってください。 

SETUP 方式でアプリケーションをインストールする場合は、[£)キ _ を 
押して、 「 SETUP . INI によるインストール」を反転表示させ、 ㈣ キー 
を押してください。 

Q 「 SETUP . INI によるインストール」を選択すると、次の画面が表示され 
ます。 


SETUP . 1 N 1によるインストール 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1987,1991- 


し：^ね M 登||5益茲辤餳全ファィルが固定ディスクに 


アフリケーソョンフ□クフムを登 

固宅ディスクに叠球する、場合は、 

コ它一されている必要があります 
フロッピィディスクに登隊する場合は、指定するドライブに最初は MS - DOS システム 
ディスクをセットしてください 


フ□ツビィディスク ： B C 
固定ディスク ： A 


矢印キー (>♦ でド§イブ# S 択し、リター'フキ巧#押してください 

a b: c: 


ここでは、インストール先となる固定ディスクのドライブ名を指定します。 
" A : 〃を指定してください。 

ドライブ名の指定は、画面の最下部で行います。 F 1 FH キーを押すか I BS 1 
キーを押すと、反転表示が動ぎます。希望のドライブ名を反転させて、 
キーを押すと指定で吉ます。 

お使いのシステムにつながっている固定ディスクドライブとフロッピィディ 
スクドライブの名前も画面に表示されていますので、参考にしてください。 

Q アプリケーションソフトのフロッピィディスクを入れるドライブ名を指定し 
ます。 
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SETUP . INI によるインストール 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1987,1991- 


ii 定ディスクに登歐する場合は rrls — DOS システムめ全ファイルが固定ディスクに 

3 nv ffil 職する K ラィブに® MVIS - DOS システム 

ディスクをセツトして芎ださい 

登錄するドライブ ： A 

登錄するアブ 1 』ケーシヨンブ□グラムの入っているディスクをドライブにセツトして、 
そのドライブ名を指定してください 


フロッピィディスク ： B C 
固定ディスク ： A 


菸?订韩努541鉈 S 5 ヒ贫3鋩較鉍铲さい 

a ： m c ： 


ここでは u 巳：〃を指定して、ドライブ巳にはアプリケーションソフトのフロ 
ッピィディスクを挿入してください。 

確認のメッセージが表示されるので、フロッピィディスクドライブに挿入し 
たディスクをもう一度確認してください。よければ、「はい」を選択して 
@キーを押してください。 

「いいえ」を選択して®キーを押すと、0の画面に戻ります。 

g | ドライブ巳のフロッピィディスクから、ファイルが固定ディスクへコピー 
されます。コピーしているファイル名が、画面に次々と表示されます。 



Q ファイルのコピーが終了すると、次のメッセージが表示されます。 


MS - DOS のメニューにどのような名前で登辣しますか 

MENU コマンドを実行すると、入力した文字列がメニューの先頭に追加，表示されます 
( ESC キーを押すと登錄を中止します） 
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SETUP コマンドは、いま固定ディスクにインストールしたアプリケーシ 
ョンソフトを、 MS — DOS の MENU コマンドによるメニュー画面に自動 
的に登録しようとしています。これによって、次回からはメニューによって 
そのアプリケーションソフトを起動できるよ5になります。 

ここでは、メニューから実行するコマンド名を指定します。英文字8文字以 
内でキーボードから入力し、_キーを押してください。 

SETUP コマンドは、ここで指定したコマンド名と同じ名前のディレクト 
リを作成し、そこにインストールしたアプリケーションのファイルを移しま 
す。そして、 


•カレントディレクトリをそのディレクトリに移す C □コマンド 
• アプリケーションソフトの起動コマンドの実行 
• カレントディレクトリをルートディレクトリに移す C □コマンド 

という一連の操作をするバッチファイル （ 〈ここで指定した名前〉 . BAT ) 

を作成します。 

したがって、アプリケーションソフトをインストールしようとする固定デ 
ィスクに、これと同じ名前のディレクトリなどがあると、エラーになりま 
す。 

Q インストールしているアプリケーションによっては、続いて次のメッセージ 
が表示されます。 


アブリケーシヨンブ□グラムの遅択 


ADDDRU.EXE 

f1EMUED.EXE 

CHKFIL.EXE 


nENU.con 

DELDRU.EXE 

PRINT.EXE 

SETUP.EXE 


nORE.COH 

DISKCOPY.EXE 

REPLACE.EXE 

SETUP2.EXE 


RENDIR.COn 
EDLIM.EXE 
SYS.EXE 
SEDIT.EXE 


CHKENU.COM 

F0RmT.EXE 

XC0PY.EXE 


実行するアブリケーシヨンブ□グラムの選択を行います 


ここでは、起動するアプリケーションソフトのプログラムファイル名を選択 
します。実行ファイルのファイル名（拡張子に' COM "、' EXE "、 \ 
BAT 〃のついたファイル）を反転表示にして、@キ_を押してください。 


ま 
し 
択 
選 
を 
ム 
ラ 
グ 
す口 
まプ 
し/ノす 
動ョ 
移シし 
を一止 
ルケ中 
ソりを 
ープ錄 
力71 


明 <— キ ー 
説•ンキ 
の丄一 C 

一•夕 S 

キ T リ E 
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3.2 アプリケーションソフトのインストール 


アプリケーションソフトのプログラムファイル名は、ソフトの説明書で確 
認してください。 

Q メニュー画面にどのよろな名前で登録するかを入力します。 


MS — DOS のメニューにどのような名前で登錄しますか 

MENU コマンドを実行すると、入力した文字列がメニューの先頭に追加，表示されます 
( ESC キーを押すと登録を中止します） 


メニュー項目は、 MS — DOS の MENU コマンドのメニュー画面で、ファ 
ンクシヨンキーの横に表示される名前のことです。ここで指定したものが、 
新たに ITT ] キーのメニュー項目とな Q ます。分かりやすいよ5、日本語で 
(26 文字以内）入力しておきましよう。 


§] これで固定ディスクへのアプリケーションソフトのインストールは終了で 
す。 


第3章 
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もう一枚アブリケーシヨンのディスクを登錄しますかく Y/N>? 


ノ 


というメッセージが表示されるので、もしアプリケーションソフトのファイ 
ルが2枚以上のフロッピィディスクになっていれば、ドライブ巳に2枚目 
以降のディスクを挿入して、0キーを押してください。手順0から繰り返 
します。 

[0 すべて終了すると、次のよ*5なメッセージが表示されます。 


もう一枚アプリケーシヨンのディスクを登錄しますかく Y/N>?M 


■純敷げ諸!:キ-を押してください 


I mem I 


匮 _»1 1 


M^sm | 


@キーを押すと、 MS - DOS の MENU コマンドのメニュー画面に戻りま 
す。 
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3.3 アプリケーションディスクにシステムを転送する 


3.3 アプリケーションディスクにシステムを転送する 


アプリケーションソフトによっては、アプリケーションソフトのフロッピィデ 
ィスク内に特別な空き領域を確保しておいて、あとから MS-DOS のシステムフ 
ァイルを転送できるようになっているものがあります。 

また、以前のバージョンの MS-DOS で起動するように作成した運用ディスク 
のシステムを、新しいバージョンの MS-DOS のシステムに変えたいこともあり 
ます。 

いずれも、運用ディスク内の特定の領域に MS-DOS の最新のシステムファイ 
ルをコピーすることによって、アプリケーションソフトの運用ディスクにするこ 
とができます。 

►アプリケーション ソフトのディスクに空きがある場合 - 

MS-DOS などのシステムを起動させるために必要なファイルを、「システム 
ファイル」と呼びます。 MS-DOS などのシステムが起動するためには、このシ 
ステムファイルが必要です。しかも、システムファイルはディスクの特定の場所 
に書かれていなければなりません。 

アプリケーションソフトのディスクの中には、この特定の場所をあらかじめ空 
けておいて、システムファイルを転送するだけで運用ディスクにできるものがあ 
ります。このようになっているディスクのことを、特別に「ブランクディスク」 
と呼ぶことがあります。 

ブランクディスクとなっているアプリケーションディスクに、 MS-DOS のシ 
参照： SYS コマンド ステムファイルを転送するコマンドは、 MS-DOS の'、 SYS " コマンドです0 
-♦ MS-DOS 3.3 D MENU コマンドによるメニュー画面では、「システムファイルの転送」という 

ユーザーズガイド』 

メニュー項目がそれにあたります。 


第 

3 


MS —DOS 3.3 D コマンド メニュー（コマンド選択）レ 4 Menu vX.XX 

Fl 本製品のご紹介（ご使用の前にお読みください） 

F 2 アブリケーシヨンソフトの登錄 
F3 ファイル名一覧の表示 
F 4 フロッピィディスク （2 HD ) の初期化 
F5 フロッピィディスク （2 HD ) の複写（バックアップ〉 

F6 システム璟境の変更 


⑤ステ厶フアイルの! 


F8 メニューの編集 
F 9 メニューの終了 



指定したドライブのデイスタへシステムファイルを登錄します • 


矢印キーで項目を選択し、リターンキーを押してください 


日付： 

XXXX-XX-XX 

時刻： 

XX: XX 

ns - D 0 s ： 

Uer. 3.30 
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〇 メニュー画面で「システムファイルの転送」を選択すると、次のような画面 
(ドライブの選択画面）が表示されます。 


MS-DOS 3.3 D コマンド メニュー（ドライブ選択）レ1 Menu vX. XX 

SB SCSI 固定广ィスク⑽ 

B ： フ cb ピィティスク m :内蔵） 

C ： フ Cht 。 ィテ'、ィスクロ2:内蔵） 

D ： その他 
E ： その1 


A>SVS SB & COPY COnmMD.COn 

矢印キーでドライブを選択し、リターンキーを押してくだきい 


ここでは、システムを転送するブランクディスクが入ったドライブを選択し 
ます。ドライブ巳にアプリケーションソフトのブランクディスクを挿入し 
て、''巳：〃を反転表示にして@キーを押します。 

も5—度同じ画面が表示されるので、同じく、 u 巳："を選択して@キーを 
押します。画面が変わり、システムファイルの転送が始まります。 

B システムファイルの転送が終わると、次のメッセージが表示されます。 


A>SYS B ： 

SYS コマンド Uersion X.X 
Copyright (C)1990 NEC Corporation 

システムが転送きれました 

A> COPY ¥com_.con B: 

1 個のファイルをコビーしました. 

コマンド選択に戻ります 

準備ができたら、どれかキーを押してくだざい 
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3.3 アプリケーションディスクにシステムを転送する 


これで、ブランクディスクに対してシステムファイルが正しく転送されまし 
た。何かキーを押すと、 MS - DOS コマンドメニュー画面に戻ります。 

►前の バージョンの MS-DOS で作成した運用ディスクを新しくする場合 - 

この場合も、運用ディスクの特定の場所に書かれているシステムファイルを、 
新しいものに入れ替えることで解決します。入れ替えるコマンドは同じ SYS コ 
マンドです。 

前の MS - DOS のバージョンが 3. 3、 3.3 A 、3.3 B 、3.3 C ならば、問題なくシ 
ステムファイルを入れ替えることができます。 

ただ1つ問題になるのは、さらに前のバージョンの MS - DOS のシステムファ 
イルを、新しいバージョンの MS - DOS のシステムファイルに入れ替える場合で 
す。たいていの場合、新しいバージョンのシステムファイルの方が大きいので、 
前のバージョンの MS - DOS のシステムファイルが入っていた領域に入りきらな 
くなり、 SYS コマンドによるシステムの転送が失敗することがあるのです。 

このような場合は、 SYS コマンドではシステムファイルを転送することはで 
きません。 

そこで、新しい運用ディスクを作成して、そこに現在の運用ディスクの内容 
(ただし古い MS - DOS のシステムファイルを除く）をコピーします。 

この手順は、前述のフロッピィディスクにアプリケーションソフトをインストー 
ルする場合と同じです。ただ、アプリケーションソフトのディスクを、前のバージ 
ョンの MS - DOS で作成した運用ディスクで置き換えただけです。 
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第4 

周辺装置の使い方 




この章では、本機で使用できるさまざまな周辺装置をお求めになったときに、 
MS - DOS でそれらを使用できるようにするための準備や設定について説明しま 
す。 


4.1 プリンタを使う 

プリンタは、もっとも普及している周辺機器です。いうまでもなく、ソフトウ 
ェアであつかっているデータを紙に印刷するのが、プリンタのおもな目的です。 

ハードウェアの接続は簡単で、たいていは付属のケーブルを使い、対応してい 
るコ ネクタ同士をつなぐだけで使用できるようになります。 



プリンタの八ードウエア的な細かい設定については、プリンタに付属している 
マニュアルをご覧ください。 


ここでは、 MS - DOS でプリンタを正しく動作させるための設定、およびデー 
夕（ファイル）をプリンタで印刷する操作を解説します。 


►プリンタを MS - DOS で使用するための設定 


MS - DOS でプリンタを正しく動作させるには、次の2つの設定を行います。 


•プリンタドライバ（プリンタを制御するためのソフトウェア）の組み込み 
• SWITCH コマンドによる設定 


いずれも、お使いになるソフトウェアによっては、必須というわけではありま 
せん。アプリケーションソフトの中には、 MS - DOS でのこれらの設定がどうで 
あろうとも、独自の設定を使用して正常に印刷できる機能をもつものがあるから 
です。 
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CUST 〇 IV ]コマンド 


画面，入出力関連 


Uer . X.XX 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1985,1991- 



使用する 
使用しない 
使用しない 
使用しない 
使用しない 


印字比率1:2 


CUSTOM コマンドの操作については、「付録 B CUSTOM コマンドによ 
る CONFIG.SYS ファイルの変更」をご覧ください。 


A>DIR > PRM 

歡ブのも微て繾於•刪〉デバイス， 


參照： CONFIG . 

SYS ファイル— 『MS 

-DOS 3.3 D ューザ 

ーズガイド』 


プリンタドライバの組み込みは、 MS-DOS を起動するドライブにある CON 
FIG . SYS ファイルで行うのが基本です。ただし、 CONFIG .SYS ファイルの 
内容は MS-DOS の起動時にしか参照されません。 

MS-DOS を起動してからデバイスドライバを組み込むには、 MS-DOS の 
'' ADDDRV " コマンドを使います。前もって定義ファイルを作成しておき、こ 
れをパラメータに指定して ADDDRV コマンドを実行します。 

CONFIG.SYS ファイルの内容を変更したり、 ADDDRV コマンド用の定義 
ファイルを作成するには、 MS-DOS の、、 CUSTOM "コマンドを実行します。 
CUSTOM コマンドの「デバイス」の「画面/入出力関連」の画面で、「プリン 
夕」を「使用する」に変更します。 


•プリンタドライノ V の組み込み 

プリンタドライバは、 MS-DOS でプリンタを駆動するためのソフトウェア 
で、デバイスドライバと呼ばれているものの一つです。ファイル名は、、 PRINT . 
SYS " で、これを MS-DOS に前もって組み込んでおかないと、プリンタを使お 
うとしたときに、次のようなメ ッ セージが表示されることがあります。 


さ 

だ 

く 

て 

し 

押 

を 

一 

キ 


夕 

U 

し)' 
択す 


い目戻 
さ項に 
だで面 
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定とし 
指♦す用 
を— 

用•を 


のくキ 
ター CE 

ンキ sia 

リ印 EOR 
ブ矢，— 


第4章 


55 








第 4 章周辺装置の使い方 


• SWITCH コマンドによる設定 

MS - DOS の、' SWITCH " コマンドでは、プリンタの文字のドット数、および 
英数字と漢字との文字幅の比率を設定します。 

MS - DOS では、1文字が 16 X 16 ドット系のプリンタと、 24X24 ドット系のプ 
リンタが使えるので、どちらかを選びます。広くご利用いただいている PR 201 
系、 PR 101 系のプリンタは、 24x24 ドット系です。また、レーザープリンタな 
どの 48x48 ドットの書体のプリンタでも、 24 ドット系を選択してください。 

文字幅は、 ANK 文字 （ Alpha - Numeric and Kana :半角英数字と半角力 
ナ文字）と、漢字やひらがななどの全角文字との比率を、1:2または 1:1. 5に 
設定できます。 

SWITCH コマンドについては、「付録 A SWITCH コマンドの使い方」を 
ご覧ください。 

► 文字を印刷する6つの方法 ■■■ 

MS - DOS で文字をプリンタから印刷するには、次の6通りの方法がありま 
す0 


• アプリケーションソフトを使5方法 

• PRINT コマンドによる方法 

• COPY コマンドによる方法 
• リダイレクト機能による方法 

• @5^7] キーに よる方法 

• [ pTRLj +@ キーに よる方法 


最後の2つの方法は、画面に表示されている文字をプリンタに印刷する方法 
で、ファイルの内容を印刷するのには向いていません。 

•アプリケーションソフトを使ラ方法 

コンピュータでプリンタを使う方法のうち、いまやもっとも一般的になった方 
法です。アプリケーションによっては、プリンタドライバが組み込んでなくても 
独自のドライバで印刷できるものさえあります。 

具体的な印刷の方法については、アプリケーションソフトのマニュアルをご覧 
ください。 

• PRINT コマンドによる方法 

MS - DOS に標準で添付されているコマンドのうち、唯ープリンタを対象にし 
たコマンドが'' PRINT " コマンドです。このコマンドの特徴は、他の MS-DOS 
コマンド を実行しながらファイルを印刷できる点です。 

通常、プリンタから印刷している途中は、他のコマンドは実行できません。ほ 
とんどのアプリケーションソフトでも同じです。ところが PRINT コマンドで印 
刷すると、他のコマンドを実行しながら、同時に印刷することができます。この 
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ような印刷方法を、ゃバックグラウンドプリント"と呼びます。 
PRINT コマンドの実行方法は、次のとおりです。 


PRINT 〈ファイル名1〉〈ファイル名2〉 


〈ファイル名10〉 


〈ファイル名1>、〈ファイル名2>、……〈ファイル名10> に、印刷したい 
ファイル名 （10 個まで）を並べて指定します。 

Q 最初に PRINT コマンドを実行したときには、出力装置を指定するよう求 
めるメッセージが表示されます。画面は、たとえば次のようになります。 



出力装置のデバイス名を、デバイスファイル名で入力します。通常、出力装 
置はプリンタ（デバイスファイル名が U PRN 〃） ですから、そのまま M キ 
一を押します。 

Q PRINT コマンドのプログラムの一部が MS - DOS に組み込まれたことを 
告げるメッセージと、印刷を待っているファイルのリストが表示されます。 


第4章 
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これで印刷できます。複数のファイルを指定すると、そのうちの1つだけがま 
ず印刷されて、残りは「印刷待ち行列」に入ります。 

印刷待ち行列のファイル名を調べたいときは、コマンドの名前だけを入力しま 
す。 

PRINT ® 

さらに印刷するファイルを追加するときは、いつでも同じ書式でファイル名を 
指定し、 PRINT コマンドを実行します。 

印刷を中止するときは、 PRINT コマンドに 「/ T 」 というスイツチをつけて 
実行します。 


PRINT /Tldl 


PRINT コマンドの処理が即座に中止され、印刷待ち行列も消去されます。 




• 一度 PRINT コマンドを実行すると、コマンドの一部が常にメモリを占有 
する状態になります（常駐する、といいます）。そのため、使用可能なメ 
モリ量が約5 K バイト減少します0 

• 印刷するファイルがフロッピィディスクに入っている場合は、印刷が終了 
するまでフロッピィディスクドライブから抜いてはいけません。 

• 印刷待ち行列内にあるファイルは、他のコマンドで変更したり削除しては 
いけません。 

• PRINT コマンドによる印刷中は、他の方法でプリンタを使用することは 
できません。 
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•COPY コマンドによる方法 

COPY コマンドは、ふつうディスク間でファイルをコピーするときに使うコ 
マンドです。しかし、じつはコピー先のファイル名やドライブ名の代わりに、デ 
バイスファイル名（プリンタなら、、 PRN ") を指定することもできます。 

こうすると、ファイルの内容がプリンタにコピーされるように、直接プリンタ 
に送られて印刷されます。次のように入力します。 

COPY 〈ファイル名 〉 PRN 


印刷を途中で止めるには、 [ STOPI キー（または ICTRL 」+ r ^] キー）を押しま 
す。ただし 、 MS - DOS の V 、 BREAK " コマンドが ON になっていなければなりま 
せん。 OFF になっていると、印刷を途中で止める方法はありません 。 BREAK 
コマンドについては、 『 MS-DOS 3.3 D ユーザーズガイド』のコマンド ー覧 ま 
たは『ユーザーズリファレンス マニュアル』 を参照してください。 


•リダイレクト機能による方法 

リダイレクト機能とは、コマンドに対する入力や、コマンドからの出力を、フ 
アイルやデバイスに切り換える機能のことです。 

たいていの コマンドの 出力先は、デフォルトで画面 （ CON : コンソール デバ 
イス）になっています0カレントディレクトリの内容を表示する、' DIR " コマン 
ドをとってみても、だまって実行すれば結果が画面に出力され、それを見ること 
ができます。 

しかし、リダイレクト機能を使うと、画面に表示していた内容の出力先を切り 
換えて、プリンタに出力することができます。 

MS - DOS のリダイレクト機能は、左が開いた不等号記号 （>) で表します。 

たとえば、 DIR コマンドの出力先をリダイレクト機能でプリンタに切り換え 
るには、次のように入力します。 

DIR > PRN 

これによって、カレントディレクトリの内容がプリンタに印刷されます。画面 
には表示されません。 

印刷を途中で止めるには、 [STOP I キー（または I CTRL]+& J キー）を押しま 
す0前項の 「 COPY コマンドによる方法」をご覧ください。 


籲 [ bopy ] キーによる方法 

[ boPYl キーは、 MS - DOS では、そのときに表示されている画面の内容のう 
ち、文字だけをそのままプリンタから印刷する機能があります。グラフィック表 
承は印刷できません。 

1画面に収まっている表示を印刷するのには、手軽に使える方法です。ただ 
し、ファイルの内容を印刷するのには向いていません。 
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SWITCH コマンドによる設定で、英数字と漢字との文字幅の比率を「1: 
1.5」に設定すると、 IcoPYj キーで 画面の内容を印刷したときに印字が乱れま 
す。この場合は、比率を「1:2」に設定してください。 


籲 厂 CTRL ~] + r ^1 キーによる方法 _ 

MS-DOS では、一度 r ^ fRL ~1 +| T 1 キー(または + ® キー）を押す 
と、それ以降に画面に表示する内容を同時にプリンタへも送ります。コマンドの 
実行手順の記録を印字しておきたレゝ場合に便利です。 

次に再び1 CTRL 」 + @キー(または lCTRL | + | T | キー)を押すまで、同時印字 
が続きます。 ICTRL | + @ キーと [pTRLl + r ^ キーはまつたく同じ機能です。 
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4 . 2 固定ディスクを使5 


固定ディスク（ハードディスク）は、外部記憶装置の一種です。フロッピィデ 
ィスクに比べて、大容量で、アクセス（読み書き）するスピードが速いのが特徴 
です。大量のデータをあつかうデータベースのように、ファイルを頻繁に読み書 
きする処理を高速化するのには有効な周辺機器です。 

そこで、 MS - DOS のシステムを固定ディスクに移せば、高速に MS - DOS を 
使用することができるわけです。 

ここでは、 MS - DOS で固定ディスクを使うために必要な設定、関連したコマ 
ンドの操作方法、注意事項を、次の2つにまとめて解説します。 

固定ディスクの初期化 

初期化は、固定ディスクを MS - DOS で利用できるようにするための操作で 


す。「フォーマツ 


ともいいます。 


すでに、「第2章 MS - DOS のインストール」で MS - DOS を固定ディスク 
ヘインストールしている場合は、すでに固定ディスクの初期化は済んでいます。 
固定ディスクの初期化を行うのは、次のような場合です。 

•新しく、増設用の固定ディスクを購入したとき。 

• 固定ディスクを初期化しなおして、新しい構成で使用しようとするとき。 


固定ディスクのバックアップと復元 

固定ディスクは、たいへん精密な機器です。ちょっとした取り扱いミスで、デ 
一夕が読めなくなったりすることがあります。しかも大容量ですから、かなり多 
くのデータやプログラムを格納することができます。したがって、万一の障害が 
起きると被害は甚大です。 

そこで、固定ディスクの内容を定期的にフロッピィディスクにコピーしておい 
て、万一の事故に備えておくとよいでしょう。このことを「バックアップ」とい 
います。また、バックアップした内容は、いつでもフロッピィディスクから固定 
ディスクに戻すことができます。これを「復元」といいます。 

いずれも、 MS - DOS のコマンドで行うことができます。 


固定ディスク使用上の注意 


固定ディスクは、磁性体を薄く塗った金属板にデジタル情報を高密度に記録す 
る、精密な周辺機器です。したがって、次のような注意を守ってご使用ください。 


•固定ディスクをお使いになっているときは、本機の電源を切る前に、必ず 
| STOP 1 キーを押してください。 

固定ディスクのディスク面から情報を読み取る部分を、「ヘッド」といいま 
す。じつはヘッドは、ディスク面に接触していません。ディスクの表面を痛めな 
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いように、ディスクの回転によって起こる風圧でほんのわずか浮き上がっている 
のです。したがって、固定ディスクの電源を切る（ディスクの回転が止まる）と 
きには、ヘッドはデータを読み書きする位置にあってはいけません。もしそのよ 
うなときに電源を切断されてディスクの回転が止まると、ヘッドがディスクの表 
面に接触してディスク面が傷つく恐れがあるからです。 

[^5^1 キーを押すと、 へ 、、 j ドはディスクを痛めない安全な位置に移動しま 
す。この動作を「リトラクト」といいます。アプリケーションを終了するごとに 
キーを押す習慣をつけておくとよいでしょう。 

•固定ディスクには強い衝撃を与えないでください。ディスク面に傷がつき、記 
録内容が読めなくなってしまう恐れがあります。 


卜 固定ディスクの初期化 

「初期化」は、 MS-DOS でディスクを使用できるようにするにはどうしても 
必要な操作です。特に固定ディスクは、運搬などによって痛んだ部分を発見し、 
MS - DOS 専用の領域を確保するためには初期化が欠かせません。フロッピィデ 
ィスクの初期化ほど頻繁にするものではありませんが、操作手順は難しくなって 
います。 

ここでは、新たに購入した 40 M バイトの固定ディスクを初期化し、 40 M バイ 
卜の MS-DOS 用の1つの領域にすることを想定して、手順を説明します。一般 
的な操作手順は、次のようになります。 

FORMAT コマンドの実行 

4 . 

装置番号の指定 

I 

(初期化) 

X 

. 領域確保 

4 . 

終了 


「初期化」 （ 「物理フォーマット」ともいう）は、固定ディスクの初期化のも 
っとも最初の段階です。固定ディスクは、1度はこの作業をしなければ使えませ 
ん。したがって、使用中の固定ディスクを初期化しなおす場合などでは、この作 
業は必要ありません。 

「領域確保」は、物理フォーマットが済んだ固定ディスクの中に、 MS-DOS 
で使用する領域を確保する操作です。 

固定ディスクには、 MS - DOS をはじめとする複数の 0 S (オペレーティング 
システム）を登録することができます。そして、使用する 0 S をその中から起動 
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時に選択することができます。 

MS - DOS で確保した領域は、それぞれが1つのドライブになります。 

II 固定ディスクの初期化も、フロッピィディスクの初期化と同様、 MS - 
□ OS の、' FORMAT 〃コマンドで行います。ただし、 ' VE 〃または 7 H " ス 
イッチをつけて、固定ディスクを初期化することを指示します。ここでは、 
操作がより簡単な" / E 〃スイッチの方で初期化します。 




FORMAT / E @ 

、 VH " スイッチを指定して FORMAT コマンドを実行すると、より多くの 
事項を指定しながら固定ディスクを初期化することができます。ただし、指 
定できる事項が多い分、操作も複雑になります。 

FORMAT コマンドを何もスイッチを指定しないで実行すると、フロッ 
ピィディスクを初期化するか固定ディスタを初期化するかを選択することも 
できます。また、 MS - DOS のメニュー画面からは、2画面目のキー 
に「フロッピィディスク/固定ディスクの初期化（メニュー形式）」という 
項目があります。この2つの方法は、いずれも、 7 H " スイッチを指定して 
FORMAT コマンドを実行したのと同じ手順になります。 

、、/ H " スイッチを指定して固定ディスクを初期化する手順については、別 
売の 「 MS - DOS 拡張機能セット」に含まれている『ユーザーズリフアレン 
ス マニュアル』 の FORMAT コマンドの 項をご覧ください0 


W / E 〃スイッチを指定して FORMAT コマンドを実行すると、次のような 
メニュー画面が表示されます。 


FORMAT コフンド 


Uer . X.XX 

- Copyright ( C ) NEC Corporation 1983,1990 - 


確保容量 

実行 

終了 


040 MB 


— 接続状況- 

1： SCSI 固定テ''ィスク fl 0 


祉することができます） 
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0初期化する固定ディスクの装置番号を指定します。装置番号は、固定ディス 
クドライブが物理的に複数台接続されているとぎに、ディスクドライブを識 
別する番号です。 FORMAT コマンドが独自に、 1 から順に付けます。固 
定ディスクが接続されているよろすは、画面右上の「接続状況」を見てくだ 
さい。 

2台目の固定ディスクを新しく増設した場合は、装置番号2を指定します。 
増設していなければ、装置番号は選択できません。 

0次に、確保する容量を M バイト単位で指定します。@キーだけを押すと、 
そのと吉に確保で吉る容量（未使用の容量）すべてを MS-DOS 用に確保 
します。 

新しい固定デイスクでは全容量が未使用なので、新しい MS - DOS の領域 
はそこに確保できます。 


F 〇 RMA 丁コマンド 


Copyright (C) NEC Corporation 1983,1990 - 


装置番号 

1 


040 MB 

実行 


終了 



— 接続状況 一 

1 ： SCSI 固定テ ' 、イスクロ 0 


5 崖1呆する容量は何メガバイトですか省略した場合は 
si 保可能な&量は 1 〜 040 MB です 
し E S C キーを押すと処理を中止することができます) 

罐保容畺= 


040 MB となります 



未使用領域がないか、あっても希望する大きさに満たなければ、その旨のメッ 
セージが表示されます。この場合は、すでに使用中の領域を縮小して、新たに未 
使用領域を作成しなければなりません。 MS - DOS で使用中の領域を縮小する 
には、まず MS - DOS の占有している領域を解放し、その後であらためて確保 
しなおします0領域の解放は、 H / H " スイッチを指定した F ◦闩 MAT コマンド 
で行います。 
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0確保容量を指定すると、確認メッセージが表示されます。 


FORMAT コマンド 


P v 

- Copyright (C) NEC Corporation 1983，1990 - 


装置番号 
確保容量 

ISSI 

終了 


040 MB 


— 接続状況 - 

1： SCSI 固定テ、、ィ7ク B0 


(はい • 6厓保するいい.， •• • 6隹卜 
(E S C キーを押すと処理を中 il 
いいえ 


随行"す._轉沈ぼすか 

p 止することができます） 


装置番号や確保容量をよく確認してから、匕 J 匕！!キーを押して「はい」を 
反転表示にし、@キーを押してください。 

Q 新しく購入したばかりの固定ディスクでは、次のよろなメッセージが表示さ 
れます。 


FORMA 丁コマンド Uer . X > 


Copyright (C) NEC Corporation 1983，1 


固定ディスクの準備 


固定ディスクを初期化します 

MS - DOS で確保する容量は XX メガバイトです 
よろしいですか 


預乾ね4益211疆躁 b 益厂ノキ〜を押してください 

H 3 B いいえ 


固定ディスクは、最初にまず装置全体を初期化（狭い意味の初期化）しなけ 
れば使えません。これは「物理フォーマツト」ともいい、ディスクの表面を 
細かい区画に分ける役割と、不良箇所を探してそこは使用しないようにする 
役割があります。 
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固定ディスクが SCS 
I インターフェイスの 
場合は、棒グラフは表 
示されません。 


すでに初期化されている固定ディスクでは、このメッセージは出ません。手 
順 0 に進んでください。 


固定ディスクを初期化すると、そのディスク内に記録されていた情報はすべて 
使えなくなります0したがって、使用中の固定ディスクで不用意に試してはいけ 
ません。 

初期化したり使用していた領域を解放する前には、その固定ディスク全体（領 
域内）のデータをバックアップすることをお勧めします。バックアップの方法 
は、次節で取り上げています。 


「はい」を選択すると初期化が始まり、画面には初期化がどこまで進んだか 
を示す棒グラフが出ます。 

0続いて、 MS - DOS の領域の確保に入ります。画面には、領域確保がどこ 
まで進んだかを示す棒グラフが出ます。グラフが100%に達すると領域確保 
は終了です。 


FORMAT コマンド 

Uer . X.XX 




し opyrignx i しノ in ヒしし orporat 丨 on lyyij - 

装置番号 

確保容畺 

1 細 

1 

040 MB 

— 接続状況 —— 

1： SCSI 固定テ、、ィスク t !0 


終了 




f 用域の確保中です 
癌り30 メガバィト 

0 10 20 30 40 50 60 

- 1 - 1 - 1 1 

70 80 90 100 

— 1 _ | > I "ノ、 



し 

1111 


j 


H 固定ディスクに新たに確保した領域を MS - DOS のドライブとして使用す 
るには、 MS - DOS を再起動しなくてはなりません。領域確保が済んだ 
ら、リセットスイッチを押して再起動してください。 

これで、固定ディスクの初期化は完了です。 
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►固定 ディスクのバックアップと復元 - 

固定ディスクは、取り扱いに注意さえすれば非常に便利な機器です。しかし、 
たくさんの容量があるだけに、万一障害が起きてしまったときのダメージも大き 
くなります。 

そこで、固定ディスクの内容を定期的にフロッピイデイスクにコピーしておく 
ようにしましょう。これを「固定ディスクのバックアップ」といいます。障害が 
起きたときにそのファイルをバックアップデイスクから書き戻せば、少なくとも 
その時点の状態までには復旧することができるわけです。 

バックアップする時間的な間隔（何日おきか、何力月おきか）は、常用するプ 
ログラムの信頼性、ファイル（データ）の重要性などの使用状況に依存するの 
で、一概には計ることができません。バックアップした時点の状態から望ましい 
状態に戻すまでの作業量を考慮して決めるとよいでしょう。 

固定ディスクのバックアップには、 MS - DOS の'' BACKUP " コマンドを用い 
ます。バックアップディスクからの復元には、 々 RESTORE " コマンドを用いま 
す。 

•バックアップの手順 （巳 ACKUP コマンド） 

参照： BACKUP コマ BACKUP コマンドによる固定ディスクのバックアップは、次の手順で行いま 

ンド - ► 『 MS-DOS す 

3.3D ューザーズ ガ ° 

イド』、『ユーザーズリ 

ファレンスマニュァ バックアップ用のフロッピィディスクを用意します〇 

枚数は、バックアップしたい固定ディスクの容量と、フロッピィディスクの 
種類に応じてちがいます。フロッピィディスクは、事前に初期化しておきま 
す。 

B 巳 ACKUP コマンドを実行します。 

MS - DOS のプロンブトから入力してください。 MENU コマンドによる 
メニュー画面には項目がありません。 

たとえば、固定ディスクがドライブ A 、 フロッピイデイスクドライブがド 
ライブ巳だとすると、次のように入力するのがよいでしょろ。 

BACKUP A ： 巳： / S ® 

Q 巳 ACKUP コマンドが表示するメッセージにしたがって、フロッピィデイ 
スクを交換しながらバックアップを進めます。フロッピィディスクにはラべ 
ルを貼り、通し番号を振っておきます。 
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参照： RESTORE コ 
マンド- ►『 MS-DOS 

3.3 D ユーザーズガ 
イド』、『ユーザーズリ 
フアレンスマニユア 
ル』 

•復元の手順（闩 ESTORE コマンド） 

バックアップディスク内のデータを固定ディスクに戻すには、次の手順で行いま 
す 。 

n バックアップディスクを用意します。 

Q 闩 ESTORE コマンドを実行します。 

MS — DOS のプロンプトから入力してください （ MENU コマンドによる 
メニュー画面には項目がありません）。 

たとえば、固定ディスクがドライブ A 、 フロッピィディスクドライプがド 
ライブ巳だとすると、次のよ5に入力するのがよいでしよ5。 


RESTORE 巳： A ： / S @ 

RESTORE コマンドが表示するメッセージにしたがって、フロッピィデ 

ィスクを交換しながら復元を進めます。 


^ 固定デイスクの上手な使い方 


参照： 階層ディレクト 
リ構造 - ► 『 MS-DOS 

3.3D ユーザーズ ガ 
ィド』 

ここでは、固定ディスクを効率よく利用するための工夫を紹介します。 

階層ディレクトリ構造を用いる 

固定ディスクは容量が大きいので、階層ディレクトリ構造でファイルを整理分 
類すると便利です。プログラムファイルと ユーザー ファイル（データファイル） 

でディレクトリを分けるほか、いろいろな分類の仕方が考えられます。 

ディレクトリを操作するコマンドとしては 、 MKDIR (ディレクトリの作成）、 
RMDIR (ディレクトリの削除 ）、 CHDIR (カレントディレクトリの変更）などが 
あります。また、プログラムファイルを特定のディレクトリにまとめておく場合 
は、 PATH コマンドでコマンド検索パスを設定しておくと便利です。 

また、ファイルをバックアップする際にも、重要なファイルがディレクトリに 
まとまっていた方が便利です。 COPY コマンドで簡単にバックアップを取るこ 

ともできます。 


定期的にバックアップする 

前述したように、固定ディスクのバックアップは、不測の事故に対する備えと 
いう意味があります。しかしこのほかに、バックアップと復元を連続して行うこ 
とによって固定ディスクの読み書きのスピードをさらに速める効果もあります。 

ディスク上で頻繁にファイルの作成と削除を繰り返すと、ファイルがディスク上 
で分散して言己録されるようになります。これは、ファイルをディスクに書き込む際 
には、そのときに空いている場所から順に使おうとするためです。バックアップと 
復元を連続して行うと、ディスクの最初から順番にファイルを書き込んでいくの 
で、ディスク上でファイルが分散せず、アクセススピードが速くなるのです。 
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4.3 その他の周辺装置 


ここでは、次の周辺装置や機能を使用する際に必要な設定を、まとめて解説し 


ます。 

装置/機能 

設定に用いるコマンド、関連するファイル 

プリンタ 

CONFIG . SYS 、 PRINT.SYS 

EMS インターフェイス 

CONFIG . SYS 、 EMM . SYS 、 EMM 386 .SYS 

数値データプロセッサ 

SWITCH コマンド 

マウス 

CONFIG . SYS 、 MOUSE.SYS 

RS -232 C 

SPEED コマンド、 RSDRV.SYS 

RAM ディスク 

CONFIG . SYS 、 RAMDISK.SYS 

グラフィツクス 

CONFIG . SYS 、 GRAPH . SYS 、 GRAPH . 


LIB 、 GRP _ H 98. LIB 、 FONT.SYS 


EMS メモリを使うには 


EMS (Expanded Memory Specification ) は、1 M バイト以上のメモリ 
空間をアクセスするための規格の名前です。 MS - DOS では、 EMS 仕様のメモ 
リ （ EMS メモリ）をアプリケーションソフトから使用できるようにするための 
ソフトウヱアを、 EMS ドライバ （ EMM . SYS 、 EMM 386. SYS ) としてデバ 
イスドライバの形で用意しています。 

MS - DOS で EMS メモリを利用するには、 EMS 仕様に対応したメモリボー 
ドと、 EMS ドライバの組み込みが必要です。 


EMS メモリとして使用できるメモリボードの種類は、機種によって異なりま 


す0 


• EMS ドライバの組み込み 

EMS ドライバは、 MS - DOS を起動するドライブにある CONFIG . SYS ファ 
イルの最初の行に次のような行を加えることによって組み込むことができます。 


□ EVICE = EMM.SYS 

アドレス〉 


/ P = 〈ページ数〉 / F = 〈ページフレーム 


または 


DEVICE = EMM 386. SYS / P = 〈ページ数〉 / F = 〈ページフレー 
厶アドレス〉 
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EMM . SYS , EMM 386 .SYS 

EMS ドライバのファイル名です。 MS - DOS を起動するドライブのルートデ 
ィレクトリになければ、ドライブ名やパス名も指定しなければなりません。 

、' EMM . SYS " は、どんな機種でも使用できる汎用 EMS ドライバです。これ 
に対して'' EMM 386. SYS 〃は、386、386 SX 、486、 486 SX 以上の CPU を搭載 
している機種でしか使えません。これらの CPU に特有の「仮想8086モード」を 
使った EMS ドライバだからです。汎用 EMS ドライバよりも高速に、 EMS メモ 
リをアクセスすることができます。 

/ P = 〈ページ数〉 

EMS で使用できるメモリのうち、どれだけを EMS メモリとして利用するか 
をページ単位で指定します。1ページは 16 K バイトです。指定するページ数 
は、実行したいアプリケーシヨンソフトがどれだけの EMS メモリを利用するか 
で決めてください。 

指定を省略すると、そのときに利用できるすべてのメモリを EMS メモリとし 
て利用します。 


/ F = 〈ページフレームアドレス〉 

ページフレームのアドレスを指定します。ページフレームとは、 MS - DOS が 
使用できるメインメモリ内にある特定のメモリ範囲のことです。アプリケーショ 
ンが EMS メモリにアクセスするときには、実際にはページフレームにアクセス 
します。 EMS ドライバは、 EMS メモリの中の必要な範囲がいつもページフレ 
ーム内にあるように管理しています。 

〈ページフレームアドレス〉には、、、: B 000" か、' C 000" を指定することができま 
す。使用機種やグラフィックモードによって、指定できるアドレスにちがいがあ 
ります。詳しくは、別売の 「 MS - DOS 拡張機能セット」に含まれている『ユー 
ザーズリファレンスマニュアル』を参照してください。 

CONFIG • SYS ファイルの変更には、 CUSTOM コマンドが便利です 。 CUS 
TOM コマンドの操作については、「付録 B CUSTOM コマンドによる C 
ONFIG . SYS ファイルの変更」をご覧ください。 


• EMS メモ 1 J の利用 

EMS メモリを利用できるアプリケーションはたくさんあり、 EMS メモリの 
範囲にデータを置いて利用する使い方が多いようです。 

また、 MS - DOS の AI かな漢字変換ドライバ （ NECAIK 1. DRV、NECAI 
K 2. DRV ) やフォントドライバ （ FONT . SYS ) は、 EMS メモリが確保され 
ていれば自身のほとんどを EMS メモリ内に置くことができます。これによっ 
て、これらのデバイスドライバが使用するメモリ量を減らし、他のアプリケーシ 
ョンソフトが使用できるメインメモリの空き領域を増やすことができます。 

1 M バイト以上の範囲にあるメモリは、 EMS メモリとして使うほかに RAM 
デイスクとして使うこともできます。メモリを分割して同時に利用したり、 


70 


4.3 その他の周辺装置 


EMS メモリとして確保したメモリ内に RAM ディスクを確保することもできま 
す。 

これらの場合は、 CONFIG . SYS フアイル内でのデバイスドライバの順番に 
注意してください 。 EMS メモリを使う他のドライバよりも前に、 EMS ドライ 
バが組み込まれていなければなりません。 

仮想8086モード用 EMS ドライバ （ EMM 386. SYS ) と EMS ドライバ 
( EMM . SYS ) を併用することはできません。 


マウスを使5には 


マウスは、画面上の任意の位置を指し示しながら何らかの操作をする装置で、 
「ポインティングデバイス」などと呼びます。アプリケーションソフトでマウス 
を使用する場合は、マウスドライバを MS - DOS に組み込みます。マウスドライ 
バは、マウスを制御するデバイスドライバ（ファイル名 MOUSE . SYS ) で 
す。 

マウスドライバは、 MS - DOS を起動するドライブにある CONFIG . SYS フ 
ァイルに次の1行を加えて組み込み、 MS - DOS を再起動します。 

□EVICE = MOUSE.SYS 

CONFIG . SYS ファイルの変更には、 CUSTOM コマンドが便利です 。 CUS 
TOM コマンドの操作については、「付録 B CUSTOM コマンドによる CON 
FIG . SYS ファイルの変更」をご覧ください。 


RS -232 C インターフェイスを使うには 


RS -232 C インターフヱイスは、他のコンピュータと電話回線などを通じてデ 
一夕を通信したり、プリンタなどの周辺機器にデータを送ったりするために使用 
するインターフヱイスです。本機では、 RS - 232 C インターフヱイスを1回線分 
内蔵しているので、 MS - DOS から使用することができます。 

RS -232 C インターフェイスも、 RS -232 C ドライバ ( RSDRV . SYS ) を組み 
込んで使います。 RS -232 C ドライバを組み込んだあと、 MS - DOS の 
、' SPEED " コマンドで各種の設定をし、インターフェイスを起動します。 

• RS -232 C ドライバの組み込み 

RS -232 C ドライバは、 MS - DOS を起動するドライブにある CONFIG . SYS 
ファイルに次の1行を加えて組み込み、 MS - DOS を再起動します。 


DEVICE 二 RSD 闩 V • SYS 
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CONFIG . SYS ファイルの変更には、 CUSTOM コマンドが便利です 。 CUS 
TOM コマン ドの操作については、「付録 B CUSTOM コマンド による CON 
FIG . SYS ファイルの変更」 をご覧ください。 

• SPEE □コマンドの実行 

RS -232 C インターフェイスによる通信に必要なパラメータは、 SPEED コマ 
ンドで設定します。操作手順は、次のとおりです。 

Q MS - DOS のプロンプトが表示されている状態で、 SPEE □コマンドを 
実行します。 

SPEEDS 

SPEED コマンドのメニュー画面が表示されます。 


SPEED コマンド 


Uer . X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1988,1991 


isfHOewtBBa 

RS 232 G -1 
RS 232 C -2 
終了 


差ス，卜ぬ'^辟い 


r と処理を中止することができます） 


0設定する RS - 232 C インターフェイスの番号（ポート番号）を選択しま 
す。本体に標準で内蔵されている RS -232 C インターフェイスは 、 U RS 
232 C -0" です。 



RS 232 C -1 X RS 232 C -2 は、別売の拡張闩 S -232 C インターフェイスボ 
ード （ PC -9 86110を挿入しているときにだけ設定できます。 


、' RS 232 C - 0〃を選択すると、次の設定画面が表示されます。 


72 









4.3 その他の周辺装置 


SPEED コマンド 


RS 232 C -0 

■ 通 :㈣ 1200 

キャラクタ長 7 t''. y K 

パリテイチヱツク rr リティ無 
ストップビット数 1ビ、ッ K 

X パラメータ 無 

設定終了 


ポーレイト（テータ転送の速度 (BPS)) を指定してくたさい 

矢印キー （■?♦!•< -0で項目を谭択し、リターンキー 

( ESC キーを押すと地課を中止し、前の画面に戻ります） 
75160 300 600 Imf 2400 4800 9800 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1988,1991 


~ンキーを押してくた'さい 


Q ここで設定できる通信パラメータと設定で芒る値の種類は、次表のとおりで 
す。 

いずれも、初期値はメモリスイッチ内の値 （ SWITCH コマンドで設定し 
ている値）です。 


パラメータ名 

設定で吉る値 

ボーレイト 

キヤラクタ長 
パリテイチェック 
ストップビット数 

X パラメータ 

75、150、300、600、1200、2400、4800、9600のいずれか 

8ビット、7ビットのいずれか 

パリティ無、偶数パリティ、奇数パリティのいずれか 

1ビット、2ビットのいずれか 
有、無のいずれか 


Q 設定が終了したら「設定終了」を選択し、最初のメニュー画面に戻ります。 
最初のメニュー画面では、設定したパラメータ値が画面に表示されているの 
で確認してください。 

ここで「終了」を選択すると、 SPEE □コマンドが終了します。 

こうして SPEED コマン ドを実行することによって、各種の通信パラメータが 
設定されて、 RS -232 C ドライバ （ RSDRV . SYS ) が機能を開始します。 


なお、 RS -232 C インターフェイスの通信パラメータは、 SWITCH コマンド 
で設定することもできます。 SWITCH コマンドを実行して、 ' RS 232 C -0" を選 
択し、 SPEED コマンドと同様の操作で設定します。 

SWITCH コマンドで変更した値は、本機に内蔵されている「メモリスイッ 
チ」に設定され、電源を切断しても保管されています。メモリスイッチの設定は 
システムのの起動時にしか参照されないので、値を変更したら再起動しなければ 
なりません。 


ーレイト ( BPS ) 
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再起動後に SPEED コマンドを実行して RS -232 C インターフェイスを初期化 
( RS -232 C ドライバの起動）をすれば、 RS —232 C インターフェイスが使用でき 
ます。 

SWITCH コマンドやメモリスイツチについては、「付録 A SWITCH コマ 
ンドの使い方」をご覧ください。 

卜 RAM ディスクを使うには - 


RAM ディスクは、メインメモリ、拡張メモリ （ 1 M バイト以上の範囲にあ 
るメモリ）、 EMS メモリ（または拡張メモリを EMS ドライバで確保したメモ 
リ）を、 フロッピィ ディスクドライブや固定ディスクのようにデータの一時的な 
保管場所として利用する機能です。 


RAM ディスクは、80286、386、386 SX 、486、 486 SX 以上の CPU を搭載 
した機種、または CPU が V 30 の機種に EMS 機能拡張メモリボードを搭載し、 
EMS 機能が使用できる場合、のいずれかに限って使用できます。 

拡張できるメモリ容量の最大量は、機種によつて異なります。 


RAM ディスクを利用する最大の長所は、全体の動作速度が向上する点です。 
これは、メモリ （ RAM ) が固定ディスクよりも読み書き速度がずっと速いから 
です。 

ただし欠点もあります。 RAM の内容は、電源を切断したりシステムを再起動 
すると消えてしまうのです。永く保存する必要があるファイルは、 RAM ディス 
ク上に置いておくことはできません。電源を切断したりリ セッ トスイッチを押す 
前に、 フロッピィ ディスクや固定ディスタに コピー して保管してください。 

RAM ディスクを利用するには、 RAM ディスクドライバ （ RAMDISK . 
SYS ) を MS - DOS を起動するドライブの CONFIG . SYS フアイルに組み込み、 
MS - DOS を再起動します。パラメータはいずれも省略可能です。 


DEVICE = RAMDISK . SYS [ 〈容量〉] [ 〈論理セクタ長〉] 
[ 〈デイレクトリ数〉] [(/ E > ! </ M )] 


〈容量〉 

RAM ディスクとして確保するメモリのサイズを、 K バイト単位で指定しま 
す。128の倍数で、5桁以内で指定します。省略すると 128 K バイトとなりま 
す。 

RAM ディスクとして確保するメモリは、 </ E > が指定されていなければメ 
インメモリから、 </ E > が指定されていれば EMS メモリからとります。</ 
E > が指定されていず、かつ〈容量〉の指定値がメインメモリ量を越えている場 
合は、拡張メモリとして実装されているメモリを、アドレスの上位から RAM デ 
イスクに割り当てます。 
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〈論理セクタ長〉 

RAM ディスク内でデータを格納する最小単位を、バイト単位で指定します。 
512か1024のいずれかを指定できます。省略すると1024バイトとなります。 

〈ディレクトリ数〉 

RAM ディスクのルートディレクトリに登録できるファイルの最大数を指定し 
ます。128〜512の範囲で、64の倍数を指定します。省略すると、 RAM ディスク 
の〈容量〉が 1 M バイト未満なら128、以後〈容量〉が 1 M バイト増えるごとに 
64づつ増加した値となります。 

</ E ) または </ M > 

RAM ディスクを、 EMS メモリ内、メインメモリ内に確保する場合に指定し 
ます。 </ E > を指定する場合は、 CONFIG . SYS ファイル内で EMS ドライバ 
が先に指定されていなければなりません。省略すると、拡張メモリの上位アドレ 
スから RAM ディスクを確保しようとします。 

たとえば、 256 K バイトの RAM ディスクを、論理セクタ長512バイト、ルート 
ディレクトリのエントリ数128で EMS メモリ内に確保する場合には、次のよう 
に指定します。 

DEVICE = RAMDISK.SYS 256 512128 /E 

この場合、 CONFIG . SYS ファイル内で EMS ドライパが先に指定されていな 
ければなりません。 

CONFIG . SYS ファイルの変更には、 CUSTOM コマンドが便利です。 CUS 
TOM コマンドの操作については、「付録 B CUSTOM コマンドによる CON 
FIG.SYS ファイルの変更」をご覧ください。 

►グラフィック 機能、フォント操作機能を使うには - 

MS - DOS からコンピュータ本体のグラフィック機能を利用するには、グラフ 
ィックスドライバとライブラリファイルを組み込まなければなりません。 

また、各種の日本語フォントを拡大/縮小してグラフィックデータとして利用 
するには、さらにフォントドライバも組み込む必要があります。 

籲グラフィツクスドライバ 

MS-DOS では、本機に内蔵されたグラフィック機能を MS-DOS で充分に利 
用することを考え、グラフィック操作の基本機能をグラフィックライブラリとし 
て集めました。グラフィックスドライバの、、 GRAPH . SYS " と、ライブラリファ 
イルの'' GRAPH . LIB " を組み合わせて使います。 
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このグラフィック機能を MS - DOS で利用するには、 MS - DOS を起動するド 
ライブにある CONFIG . SYS ファイルに次のいずれかの1行を追加し、 MS - 
DOS を再起動します。 

DEVICE = GRAPH . SYS ( PC -9801 シリーズの場合） 

DEVICE = GRAPH.SYS /F = GRP _ H 98_ LI 巳 （ PC - H 98 シリーズの場合） 


GRAPH . LIB ファイルおよび GRP - H 98. LIB フアイルは 、 GRAPH . SYS 
と同じディレクトリ、または MS - DOS を起動するドライブのルートディレクト 
リになければなりません。 

•フォントドライバ 

別売の「マルチフォント ROM ボード」や本体内蔵のフォント ROM に入って 
いるフォントデータを利用して、日本語の文字フォントを拡大/縮小し、 MS - 
DOS で実行するアプリケーションソフトに渡す機能を、フォントドライバ 
( FONT . SYS ) として提供しています。 

フォントドライバを MS - DOS で利用するには 、 CONFIG . SYS ファイルに 
次のような1行を追加して MS - DOS を再起動します。 

DEVICE = FONT.SYS [〈/ M ( X ， 丫)〉 ] [〈/ E 〉] 

</ M ( X , Y )> 

ROM データから取得するフォントの、最大のボディフェイスサイズを指定し 
ます。〈 X 〉で X 軸方向の、 〈 Y > で Y 軸方向の、ドット数を指定します。指 
定できる値の範囲はどちらも8〜400で、省略すると 40 x 40 ドツトになります。 


</ E ) 

フォントドライバの一部を EMS メモリに入れます。ただし、 CONFIG.SYS 
ファイル内で EMS ドライバが先に指定されていなければなりません。フォント 
ドライバの一部を EMS メモリに入れることができれば、メインメモリの消費量 
が減り、ユーザーが使用可能なメモリ量が増えます。 


フォントドライバで編集した文字フォントのデータは、グラフィックスドライ 
バで画面に出力できます。 



グラフィックライブラリ、フォントドライバの諸機能は、アプリケーションソ 
フトがそれらの機能を利用するようにつくられていなければ利用できません。 

アプリケーションソフトからグラフィックスドライバ、フォントドライバの諸 
機能を利用する方法についての詳細は、別売の 「 MS - DOS 拡張機能セツト」 
に含まれている『プログラマーズリファレンスマニュアル Veil .2』を参照してく 
ださい。 
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数値データプロセッサを使5には 


数値データプロセッサ （ NDP ) は、 CPU を補助して数値演算に関する処理 
だけを専門に行う周辺機器（補助部品）です。お使いのアプリケーションソフト 
が NDP をサポートしていれば、複雑で高精度な演算が高速に必要とされる処理 
で威力を発揮します（単にコンピュータ本体に裝着されているだけでは効果があ 
りません）。 

MS - DOS で使用できる NDP は、お使いの機種が搭載している CPU に対応し 
ていくつかの種類があります。 

• CPU が V 30/8086 の場合に使用できる NDP 。 インテル社の8087に相当 
し、8 MHz までのクロック周波数に対応しています。 

• 80286 CPU に対応した NDP 。 インテル社の B 0287 に相当します。 

• 386/386 SX CPU に対応した NDP 。 インテル社の 387/387 SX に相当しま 
す0 

• 486 SX CPU に対応した NDP 。 インテル社の 487 SX に相当します。な 
お、 486 CPU には、 NDP 機能が内蔵されています。 


NDP の装着は、電源を OFF にした状態で、本機の上面のカバーを取り外して 
行います。具体的な装着方法は、数値データプロセッサに添付の解説書を参照し 
てください。 

また、 NDP を MS - DOS で使用するためには、 SWITCH コマンドでの設定 
が必要です。 SWITCH コマンドについては、「付録 A SWITCH コマンドの 
使い方」をご覧ください。 
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4.4 ディスクドライブを増設するには 

ここでは、 MS - DOS で利用できるディスクドライブの種類、 MS - DOS を起 
動するディスクドライブを変更する方法、起動するディスクドライブを変更した 
ときのドライブ名の割り当てられ方を解説します。 

►利用で きるディスクドライブの種類 - 

接続したディスクドライブの種類によって、 MS - DOS で利用できる最大ュニ 
ット数、最大ドライブ数、使用できるディスクの種類が、次の表のように決めら 
れています。 


ユニッ トの種類 

最大 

ユニット数 

最大 

ドライブ数 

ディスク 
の大吉さ 

ディスクの種類 

1 M バイトフロッピィディ 
スクドライブ 

2 

4 

5インチ 

3.5 インチ 

1 M バィトタィプ※ 1 

1 M バィトタィプ※ 1 

640 K バイトフロッピィデ 
ィスクドライブ 

2 

4 

5インチ 

640 K バイトタイプ 

320 K バイトタイプ※ 2 

160 K バィトタィプ* 2 

3. 5インチ 

640 K バイトタイプ 

固定ディスクドライブ* 4 

2 

8 « 

交換不可能 

固定ディスクドライブ 
( SCSI インターフェイス） 

4 

16 

交換不可能 

光ディスクドライブ 
( SCSI インターフェイス） 

2 

8 % 3 

光ディスクカートリツジ 


※1……同じ大きさの2 DD (640 K バイト）のディスクも読み書きできるドライブ（共用ドライブ) 
もあります。 

※之……読み込みは可能ですが、書き込みはできません。 

※3……固定ディスク、光ディスクにおいては、 MS - DOS 用に確保できる最大の領域数を「最大ドラ 
イブ数」と呼んでいます。 

※斗……従来 （ SASI インターフェイス）の固定ディスクです。 
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4.4 ディスクドライブを増設するには 


MS-DOS を起動するデイスクドライブの設定 


MS - DOS は、次の4種類のディスクドライブから起動できます。 

• 1 M バイトタイプのフロッピィディスクドライブ （2 HD ) 

• 640 K バイトタイプのフロッピィディスクドライブ （2 □□) 

• 固定ディスクドライブ 

•光ディスクドライブ 

どのドライブから起動するかは、本機に内蔵されたメモリスイッチの内容によ 
って決まっています。 ノーマル モードの出荷時の初期状態や、 ハイ レゾリューシ 
ヨン モード （ PC - H 98 のみ）で ISHIF[J キーを押しながらリセット/電源 ON を 
した場合には、次の順序でディスクドライブを検索し、最初に見つかった MS - 
DOS のシステムディスクによって起動します。これを「標準起動」といいま 
す。 

640 K バイトタイプのフロッピィディスクドライブ 

4 . 

1 M バイトタイプのフロッピィディスクドライブ 

4 . 

固定ディスクドライブ 

ノーマル モードでは、メモリスイッチの内容を変更して、特定のディスクドラ 
イブから起動するように設定することができます。そうすると、ディスクドライ 
ブの検索はしなくなります。 

メモリスイッチの変更には SWITCH コマンドを使います。 SWITCH コマン 
ドやメモリスイッチについては、「付録 A SWITCH コマンドの使い方」をご 
覧ください。 

SCSI インターフェイスの固定ディスクと光ディスクは、1台目しか指定で 
吉ません。2台目以降は、起動時に現われる「固定ディスク起動メニュープログ 
ラム」の画面で指定してください。 




「ノーマルモード」とは、横640ドット x 縦400ドットまでのグラフィックを 
表示できる表示モードです。半角で最大80桁 x 25行の文字を表示できます。 

「ハイレゾリ ューシヨン モード」とは、横1120ドット x 縦750ドットまで 
のグラフィックを表示できる表示モードです。半角で最大80桁 X 31行の文字 
を表示できます。 

ノーマル モードだけ、 ハイ レゾリュー シヨン モードだけで使用できる機種 
がほとんどですが、機種によっては2つのモードを切り替えて使用できるも 
のもあります。 
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ト ドライブ名の割り当て - 

起動するディスクドライブの種類によって 、 MS - DOS が決めるドライブ名の 
割り当てが変化します。 


起動ドライブの種類 


640 KBFD 
1 MBFD 
HD 

SCSI HD 
OD 


640 KBFD 
1 MBFD 
HD 
HD 
OD 


割り当て順序 （A :、巳 ：、 C :…… ) 


-1 MBFD 
—640 KBFD 
—SCSI HD 
— SCSI HD 
-HD 


—HD 

— HD 

— OD 
-OD 

-SCSI HD 


—SCSI HD 
— SCSI HD 
—640 KBFD 
—640 KBFD 
—640 KBFD 


-OD 
— OD 

—1 MBFD 
—1 MBFD 
—1 MBFD 


ここで、 ''640 KBFD " は 640 IC バイトタイプのフロッピィディスクドライブ、 

1 MBFD " は1 M バイトタイプのフロッピィディスクドライブ、 、 N HD " は 
SASI インターフェイスによる固定ディスク 、 ''SCSI HD " は SCSI インターフ 
ェイスによる固定ディスク、 、 x OD " は光ディスクを、それぞれ意味します。 

また、同じ種類のディスクドライブが複数台あるときは、続いたドライブ名に 
なります。 
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付録 


A 

SWITCH コマンドの I 
使い方 


MS - DOS の SWITCH コマンドは、「メモリスイッチ」に値を設定するプロ 
グラムです。メモリスイッチは、コンピュータの起動時に参照されるさまざまな 
設定を保存しておくソフトウヱア的なスイッチで、電源を切断してもかなり永い 
間状態を保存することができます。 

メモリスイッチが本体の前面にある「ディップスイッチ」とちがう点は、ディ 
ップスイッチが物理的な（ハードウェアとしての）スイッチであるのに比べて、 
メモリスイッチは特別なメモリ内に蓄えられたソフトウェアのスイッチであるこ 
とです。特別なメモリの中の情報はバッテリーによって保たれていますが、永い 
間電源を入れないでいると蒸発してしまうことがあります。 

メモリスイツチの設定が蒸発してしまったときは、初期値が使われます。 



メモリスイッチの値は、コンピュータの起動時にしか参照されません。したが 
って、メモリスイッチの設定を変えても、次に起動するときにしか動作は変わり 
ません。もし、変更したメモリスイッチの値をすぐに使用したければ、いったん 
リセットスイッチを押して、 MS - DOS を再起動しなければなりません。 

また、本体の前面にあるディップスイッチの「2-5」（機種によっては「1- 
3」 ） が OFF になっていると、再起動時には常にメモリスイッチが初期値に戻 
ってしまいます。メモリスイッチの値を変更してそれを保存したければ、ディッ 
プスイツチを ON にしてください（出荷時には OFF になっています）。 


SWITCH コマンドの操作手順は、次のとおりです。 
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付録 A SWITCH コマンドの使い方 


KI MS - DOS のプロンプトが表示されている状態で、 SWITCH コマンドを 
実行します。 

現在のメモリスイッチの設定状況が、次のよろに表示されます。 


SV / I TCH コマンド 


Uer. X.XX 
Co 


- Copgrii 

〔現在の設定値) 


ight (C) NEC Corporation 1990,1991- 


ブリンタ 

メモリサイズ （ KB ) 

画面表示属性 
数値データブ □ セツサ 
BOOT 装置 
数値データプロセッサ2 
終了 


1200 ホ 、、- 7 ビ、ットリティ無 
24 ドット系 ANK/ 漢字 =1/2 
640 
白 
無 

標準 

组 


ストップピット 1 XA 9 ラメ-夕無 


( ESC キーダ]!すと処理を辛止することができます） 


B メニュー画面の左側には、 SWITCH コマンドで設定できるメモリスイツ 
チの項目が並んでいます。 

キーを押して変更したい項目を反転表示させると、画面の下部にその 
項目に関する簡単な説明と選択肢が現われます。項目によっては、@キーを押 
すとサブメニューが表示されるものもあります。 

いつでも [^ sc | キーを押すと、設定を中止します。 

次の項目が設定できます。 


RS 232 C -0 

本機に内蔵されている RS -232 C インターフェイスの、通信パラメータの初期 
値を設定します。 「 RS 232 C -0」 を反転させて@キーを押すと、次のような 
サブメニューが表示されます。 


RS 232 C - 


付録 A 
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SW 丨 TCH コマンド 


RS 232 C -0 


キャラクタ長 
パリテイチェツク 
ストップビット数 
X パラメータ 
設定終了 


Usr X 

- Copyright (C) NEC Corporation 1990,1991- 


1200 
7ビ'ット 
n ° リティ無 
1ビ'ット 

m 


ボーレイト（デー タ 転送の速度 ( BPS ) >を指定してください 

矢印キー U ' • J . ^— 〇で 項且を選す尺し、リターンキーを押してください 

'一.- . -.一〜，一 - 击す） 

"2400 4300 9600 


: E 


SC キーを押すと前の画面に 
150 300 600 0 ® 2400 


各通信パラメータを設定してから、「設定終了」を選択してください。元のメ 
ニューに戻ります。 

RS - 232 C インターフェイスについては、 4. 3節をご覧ください。 

プリンタ 

MS - DOS から使用するプリンタの文字のドット数、および英数字と漢字との 
文字幅の比率を設定します。「プリンタ」を反転させて⑷キーを押すと、次の 
ようなサブメニューが表示されます。 


SWITCH コマンド 


プリンタ 


ANK/'Jl 字 
證定終了 


- Copyright (C) I^EC Corporation 1980,1991- 

24 ドット系 
1/2 


凭$する:？リンタのタイプ? 


16 ドット系 通 SH 1 齡 


い 


リターンキーを押してください 


48ドットなど24ドット以上のプリンタや、レーザープリンタは「24ドット系」 
で使用します。 
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付録 A SWITCH コマンドの使い方 


各項目を設定してから、「設定終了」を選択してください。元のメニューに戻 
ります。 

プリンタについては、 4.1 節もご覧ください0 


メモリサイズ （ KB ) 

コンピュータ本体に内蔵されているメインメモリのサイズを、 K バイト単位 
で指定します。 ノーマル モードでは 640 K バイト、ハイレゾリューションモード 
では 768 K バイトが標準です。 

内蔵されているメモリサイズについては、本機に付属の『ガイドブック』をご覧 
ください。 


画面表示属性 

MS - DOS のプロンプト（コマンド待ち状態）のときに、画面に文字を表示す 
る色を白か緑かで選びます。 

数値データプロセッサ 

本体に装着された数値データプロセッサ （ NDP ) について設定します。 
ノーマル モードでは、 V 30 に対応した NDP が装着されているかどうか、装着 
されていればその動作クロック周波数を設定します。 

ハイレゾリューションモードでは、80286、386に対応した NDP の設定をしま 
す。 

「数値データプロセッサ」を反転させて®キーを押すと、次のようなサブメ 
ニューが表示されます。 


SW I 丁 CH コフンド 


数値データブ□セツウ 


暇 


クロック周波数 
設定終了 


- Copyright (C) NEC Corporation 1990 ， 1991 - 


? 譬譯■■■蘭，ぬ-を押して _ 



各項目を設定してから、「設定終了」を選択してください。元のメニューに戻 
ります。 

数値データプロセッサについては、 4. 3節も参照してください。 
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メモリスイッチの内容を変更した場合は、リセットスイッチを押すか電源を入 
れ直して、システムを再起動しなければ変更が有効になりません。 


巳 OOT 装置 

本機に接続されているディスクドライブのうち、 MS-DOS をどのドライブか 
ら起動するかを指定します。初期値は「標準」起動で、フロッピィディスクドラ 
イブ — 固定ディスクドライブの順でディスクドライブを検索し、最初に MS - 
DOS のシステムが見つかったドライブから起動します。「標準」以外を選択す 
ると、選択した種類のドライブに MS-DOS のシステムがないと起動できませ 
ん〇 

MS-DOS の起動ドライブについては、 4 . 4 節を参照してください。 

誤って、システムがないドライブを巳 OOT 装置に指定してしまったときに 
は、ディツプスイッチ「2-5」（機種によっては 「1-3 j ) を OFF にしてメ 
モリスイッチの内容を初期化し、再起動してください。 

数値データプロセッサ P 

ノーマルモードで、8086、80286、386、386 SX 、 486 SX に対応した NDP の有 
無を設定します。 


B 設定を終えたら、「終了」を選択して@キ_を押してください。メモリス 
イッチの内容を変更して SWITCH コマンドの実行を終え、次のよ5な画 
面が表示されます。 


■C 

N1 

〇 

を 

た 5) 

し- 
ま 2 
しは W い 
&へに S ざ 
変る C だ 
をす 10 V 
吞にのて 

爲2し 

の有チ動 
チをッ起 
ッ容ィ再 
ィ阿スを 
スたブム 
リしツテ 
モ更ィス 
メ^デシ A> 
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付録 



CUSTOM コマンドによる 
CONFIG.SYS ファイルの変更 


MS - DOS の CUSTOM コマンドは、 CONFIG • SYS ファイル中を変更した 
り、 ADDDRV コマンド用の定義ファイルを作成したりするためのコマンドで 
す。 

CONFIG . SYS ファイルは、 MS - DOS が起動するときに参照する設定ファ 
イルです。起動時にしか参照されないので 、 CONFIG . SYS ファイルの内容を 
変えても、次に本機を起動するときにしか有効になりません。もし変更した CO 
NFIG . SYS ファイルの設定をすぐに有効にしたければ、いったん本機のリセッ 
トスイッチを押して、 MS - DOS を再起動しなければなりません。 

CONFIG • SYS ファイルはテキストファイル（文字だけでできたファイル） 
なので、お手持ちのエディタやワープロで編集することもできます。しかしそう 
いったソフトウエアをお持ちでない方や、お持ちであっても操作に熟達していな 
い方のために、メニュー形式で内容を変更する CUSTOM コマンドがありま 
す0 


CUSTOM コマンドの操作手順は、次のとおりです0 

Q 変更したい CONFIG . SYS ファイルがあるドライブか、あるいは CO 
NFIG . SYS ファイルを新たに作成したいドライブを、カレントドライブ 
にします。 CONFIG . SYS ファイルは、 MS — DOS を起動したドライ 
ブのルートデイレクトリにあります。 

Q MS - DOS のプロンプトが表示されている状態で、 CUSTOM コマンド 
を実行します。 

CUSTOM コマンドのメニュー画面が表示されます。 
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CUST 〇 M コフンド 


Uer. X.XX 

- Copyright (C) NEC Corporation 1985,1991 


ADDDRV 用定義ファイルの作成/更新 
終了 






ここで、 MS - DOS を起動するドライブの CONFIG . SYS ファイルを 
編集するのか、 ADDDRV コマンドの定義ファイルを編集するのかを選択 
します。 

ここでは、 LU ( J ) キーを押して 「 CONFIG . SYS ファイルの作成/更新」 
を反転表示にし、@キーを押します。 

ADDDRV コマンドの定義ファイルを編集する操作も、ここで説明する 
操作とほぼ同じです。 


Q カレントドライブにすでに CONFIG . SYS ファイルがある場合は、次の 
メッセージが表示されます。 



CONF 


CONF 


付録 B 
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付録巳 CUSTOM コマンドによる CONFIG . SYS ファイルの変更 


すでにある CONFIG . SYS ファイルを更新するのなら「更新」を、現在 
の CONFIG . SYS ファイルを捨てて新規に作成する場合は「新規作成」 
を、 EIE1 キーで選んで®キーを押してください。 

Q 設定のメニュー画面が表示されます。 




CUST 〇 M コマンド Uer . X.XX 

Copyr 1 ght 

( C ) NEC Corporation 1985，1991 - 

EGBEB 

ファイル 30 


FCBS 


ドライブ 


デバィス 


ブレーク 


シエノレ 


終 了 


バッファ数を 2 〜 99 の眄囲で指定してください 
(リターンキーのみ：&定を省略します ESC キー 

:処理を中止することができます） 

BUFFERS : 



H ソ 


メニュー画面の左側には、 CUSTOM コマンドで設定できる項目が並んでい 
ます。その右側には、現在の設定値が（あれば）表示されています。 

[ TlfXI キーを押して変更したい項目を反転表示させると、画面の下部にその 
項目に関する簡単な説明と選択肢が現われます。項目によっては、さらにサブメ 
ニューが表示されるものもあります。 

いつでも [ESCI キーを 押すと、設定を中止します。 

次の項目が設定できます。 

バッファ 

CONFIG . SYS ファイルに記述する、 '' BUFFERS " コマンドの値です。ディ 
スクに対して読み書きをする際に MS - DOS が使用する「ディスクバッファ」の 
大きさを決めています。ある程度大きい方がディスクの読み書きが速くなります 
が、大きすぎるとかえって遅くなり、またメモリもたくさん消費します。 

20あたりが標準値です。 


ファイル 

CONFIG . SYS ファイルに記述する、'、 FILES " コマンドの値です。 MS - 
DOS で同時にあつかうファイルの最大数です。あまり大きくするとメモリを消 
費します。 

20あたりが標準値です。 
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FCBS 

CONFIG . SYS ファイルに記述する、 、、 FCBS " コマンドの値です。これは、 
古いタイプのアプリケーションでファイルをあつかうときに必要な設定です。古 
いアプリケーション （ MS - DOS バージョン1.25に対応したアプリケーション） 
を使わないなら、設定する必要はありません。 

設定するなら、 M ，2" くらいが標準値です。 


ドライブ 

CONFIG . SYS ファイルに記述する、 、、 LASTDRIVE " コマンドの値です。 
MS - DOS で読み書きするドライブのうち、仮想ドライブ（ネットワークで使用 
するディスクドライブや、 SUBST コマンドで設定したドライブ）を含めたドラ 
イブ数の最大値を、最後のドライブ名のアルファベットで指定します。デフォル 
卜では実際に接続されているドライブ数なので、仮想ドライブがなければ（ネッ 
トワークや SUBST コマンドを使用しなければ）、省略してもかまいません。 
標準値はありません。 

デバイス 

CONFIG . SYS ファイルに記述する、 、、 DEVICE " コマンドの値です。設定し 
たいデバイスドライバの種類を下から選んでキーを押すと、さらにメニュー 
が表示されます。 

「日本語入力」の項目では、 AI かな漢字変換ドライバを設定します。 
「画面/入出力関連」の項目では、プリンタドライバ、 RS -232 C ドライバ、マ 
ウスドライバ、グラフィツクスドライバ、フォントドライバを設定します。 

「拡張メモリ関連」の項目では、 RAM ディスクドライバ、 EMS ドライバを 
設定します。 

「その他」の項目では、その他のデバイスドライバのコマンドラインを直接キ 
一入力します。 

ブレーク 

CONFIG . SYS ファイルに記述する、 '' BREAK " コマンドの値です。プログ 
ラムの実行を、 ICTRL) + [ c ] (または ISTOPj) キーで中断できるかどうかを設 
定します。 「 ON 」 か 「 OFF 」 を選択します。 

シェル 

CONFIG . SYS ファイルに記述する、 、' SHELL " コマンドの値です。コマン 
ドプロセッサ（標準は COMM AND . COM ) がどこにあるか、そのパス名を指 
定します。「標準」が標準値です。 


「シェル」の項目「その他」は、コマンドプロセッサの役割をよく理解してい 
なければ選択しないでください。 MS - DOS が起動しなくなる恐れがありま 
す。 
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付録巳 CUSTOM コマンドによる CONFIG .SYS ファイルの変更 


Q 設定を終えたら、「終了」を選択して M キーを押してください。設定した 
内容が CONFIG . SYS ファイル内でどのようなコマンドラインになるか 
が表示されます。 


CUSTOM コマンド 


Uer . 


DEUI CE=B ： ¥D0S¥Em386.SVS 

DEUICE=B：¥DOS¥NECAIK1.DRU 

DEUICE=B：¥DOS¥NECAIK2.DRU NECAI.SYS 

DEUICE=B ： ¥DOS¥PRINT.SYS 

DEUICE=B ： ¥DOS¥RSDRU.SYS 


Copyright (C) NEC Corporation 1985，1991 


COIFIG . SYS は以上の内容で作成されますよろしいですか 

矢印 キー-〇で 項目を逡択し、リターンキーを押してくだきい 

( J ： SC キーを押すと前の画面に戻ります） 

メニュー選択に民る内容を編集する 


ここで設定内容を確認して、よければ「作成を終了する」を選んで_キー 
を押してください。 

「メニュー選択に戻る」を選ぶと、手順0の設定メニュー画面に戻ります。 
「内容を編集する」を選ぶと、 CONFIG . SYS ファイルのコマンドライ 
ンを、行単位で変更したり移動したりできます。 

Q 「作成を終了する」を選択して@キーを押すと、手順0の画面に戻りま 
す。ここで「終了」を選択すると、 CUSTOM コマンドの実行を終えて 
MS - DOS のプロンブトに戻ります。 
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付録巳 CUSTOM コマンドによる CONFIG.SYS ファイルの変更 


作成した内容各有効にするには、システムを再起動してください 


A> 


I WEM I 




IE19II 


CONFIG . SYS ファイルの設定内容を変更した場合は、リセットスイッチを 
押すか電源を入れ直して、システムを再起動しなければ変更が有効になりませ 
ん〇 


付 

録 

B 
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FCBS (CONFIG. SYS フアイノレ ) .91 
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PRINT コマンド . 56 

13 

RAMDISK. SYS. 74 
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RAM ドライブへのインストール . 25 

RESTORE コマンド . 68 

RSDRV. SYS . 71 

RS232C-0 (SWITCH コマンド） . 83 

RS-232C インターフェイス . 71 
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